
大 
坂
の
陣
前
後
に
お
け
る
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
員 

 
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
商
務
活
動

ク
レ
イ
ン
ス
桂
子

は 

じ 

め 

に

　
本
稿
は
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
商
務
員
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン

（Elbert W
outersz, n.d.

）
が
、
一
六
一
五
年
初
め
か
ら
一
六
一
六
年
末
に
か
け
て
、

京
都
、
大
坂
、
堺
な
ど
の
畿
内
で
行
っ
て
い
た
商
務
活
動
の
一
端
を
関
連
史
料

か
ら
拾
い
出
し
、
大
坂
の
陣
前
後
の
時
期
に
お
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
日
本
で

ど
の
よ
う
に
商
品
販
売
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
か
、
ま
た
、
商
務
活
動
を
通
じ

て
地
元
の
宿
主（

１
）

お
よ
び
日
本
の
商
人
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
取
り
結
ん
で
い
た

の
か
、
さ
ら
に
、
販
売
商
品
の
対
価
と
し
て
何
を
得
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
は
、
一
六
〇
九
年
九
月
に
連
合
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会

社（
２
） 

（
以
下
、「
東
イ
ン
ド
会
社
」
と
略
記
）
に
よ
っ
て
九
州
北
西
部
の
平
戸（

３
）

に
開

設
さ
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
一
六
一
六
年
九
月
に
貿
易
地
制
限
令（

４
）

が
出
さ
れ

る
ま
で
は
、
日
本
国
内
を
自
由
に
往
来
す
る
こ
と
が
で
き
、
日
本
各
地
で
の
商

売
の
自
由
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
貿
易
に
お
け
る
自
由
を
享
受
し
て
い
た

期
間
中
に
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
商
務
員
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
が
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館

に
配
属
さ
れ
、
一
六
一
五
年
前
後
に
畿
内
各
地
の
商
都
に
駐
在
し
、
平
戸
オ
ラ

ン
ダ
商
館
長
の
指
示
の
も
と
で
、
オ
ラ
ン
ダ
船
が
舶
載
し
た
商
品
を
地
元
の
宿

主
の
協
力
を
得
て
販
売
す
る
な
ど
の
商
務
活
動
を
行
っ
て
い
た
。

　
本
稿
の
中
心
人
物
で
あ
る
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
に
つ
い
て
は
、『
大
日
本
史
料
』
に
、

そ
の
書
状
が
関
連
史
料
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る（

５
）

ほ
か
、
他
の
関
連
史
料
の
中
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に
も
そ
の
名
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
断
片
的
に
言
及
さ

れ
て
い
る
。
岡
田
章
雄
は
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
が
鹿
皮
や
明
み
ょ
う

礬ば
ん

の
価
格
を
伝
え
て

い
る
こ
と
に
触
れ
て
い
る（

６
）

。
永
積
洋
子
は
、
外
国
船
の
平
戸
・
長
崎
以
外
へ
の

来
航
禁
止
の
通
達
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
商
館
長
へ
伝
え
る
ワ
ウ
テ
ル
セ

ン
の
書
状
を
取
り
上
げ
て
い
る（

７
）

。
さ
ら
に
、
加
藤
榮
一
は
「
一
六
一
四
年
か
ら

一
五
年
に
か
け
て
、
大
坂
の
陣
の
前
後
の
慌
し
い
情
勢
の
上
方
に
お
い
て
、
マ

テ
イ
ス
・
テ
ン
・
ブ
ル
ッ
ケ
や
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
等
の
商
館
員
や

フ
ァ
ン
・
サ
ン
ト
フ
ォ
ー
ル
ト
ら
が
オ
ラ
ン
ダ
船
舶
載
品
の
販
売
や
代
金
の
回

収
、
輸
出
向
商
品
確
保
の
た
め
奔
走
し
て
い
る
状
況
を
平
戸
の
商
館
長
に
報
じ

た
書
翰
が
散
見
す
る
」
と
の
所
見
を
俯
瞰
的
に
述
べ
て
い
る（

８
）

。
ま
た
、
行
武
和

博
は
平
戸
商
館
員
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
報
告
書
簡
を
取
り
上
げ
、
平
戸
商
館
の
商

務
員
が
畿
内
に
駐
在
し
、
宿
主
を
通
じ
て
委
託
販
売
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る（

９
）

。
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
は
大
坂
の
陣
の
際
に
ワ
ウ
テ
ル

セ
ン
の
見
聞
き
し
た
一
般
民
衆
の
行
動
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て

い
る（

10
）

。

　
こ
れ
ら
の
情
報
源
は
い
ず
れ
も
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
が
畿
内
か
ら
商
館
長
に
対

す
る
業
務
報
告
と
し
て
書
き
送
っ
た
書
状
で
あ
る
。
こ
の
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
発
信

書
状
は
、
当
時
の
商
品
相
場
価
格
や
貿
易
商
務
上
の
重
要
な
情
報
を
伝
達
し
て

い
る
こ
と
、
ま
た
、
駐
在
先
で
あ
る
畿
内
で
執
り
行
っ
た
商
務
活
動
や
実
際
に

見
聞
き
し
た
状
況
を
現
地
か
ら
商
館
長
へ
詳
細
に
報
告
し
た
内
容
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
も
、
そ
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
、
断
片
的
に
引
用

さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
発
信
書
状
を
網

羅
的
か
つ
綿
密
に
調
査
し
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
が
畿
内
で
行
っ
た
商
務
活
動
に
つ

い
て
具
体
的
に
踏
み
込
ん
だ
研
究
は
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
本
稿
で
取
り
上
げ
る
一
六
一
五
・
一
六
一
六
年
を
含
む
十
七
世
紀
初
期
の
日

本
に
お
け
る
商
業
活
動
に
関
す
る
現
存
史
料
は
、
も
う
少
し
時
代
の
下
っ
た
十

七
世
紀
中
期
以
降
と
比
較
し
て
、
非
常
に
乏
し
い
状
況
で
あ
る
。
特
に
、
こ
の

時
期
の
中
小
の
商
人
の
活
動
や
商
取
引
の
実
態
を
示
す
具
体
的
な
記
録
は
、
日

本
側
の
史
料
に
は
ほ
と
ん
ど
伝
存
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
当
時
日
本
で
自

由
に
商
業
活
動
を
行
っ
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
商
館
と
イ
ギ
リ
ス
商
館（

11
）

の
史
料
は
、

こ
の
日
本
側
史
料
の
欠
落
を
補
う
た
め
の
有
効
な
情
報
源
と
な
る
。
イ
ギ
リ
ス

商
館
長
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
（R

ichard C
ocks, 1

5
6
6 –
1
6
2
4 （

12
）

）
の
記
し
た
日

記
か
ら
も
、
商
館
員
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
イ
ー
ト
ン
（W

illiam
 Eaton, n.d. （

13
）

）
や

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ィ
ッ
カ
ム
（R

ichard W
ickham

, n.d.

）
を
大
坂
や
江
戸
に
派

遣
し
て
、
日
本
人
の
代
理
人
を
通
じ
て
商
務
活
動
を
行
わ
せ
て
い
た
様
子
が
窺

え
る
。

　
特
に
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
商
務
員
で
あ
っ
た
ワ
ウ

テ
ル
セ
ン
が
発
信
し
た
書
状
は
、
商
館
長
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
（Jacques 

Specx, 1
5
8
9 –
1
6
5
2 （

14
）

）
に
対
す
る
畿
内
各
地
で
の
様
々
な
商
務
活
動
に
つ
い
て
の

業
務
報
告
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
地
元
の
宿
主
の
家
で
の
商
品

販
売
活
動
や
宿
主
と
の
交
流
、
販
売
商
品
の
種
類
や
数
量
、
価
格
に
つ
い
て
の

記
録
、
市
況
や
社
会
情
勢
に
関
す
る
情
報
が
豊
富
に
み
ら
れ
る
。

8



　
本
稿
で
は
、
こ
の
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
発
信
書
状
を
中
心
的
な
史
料
と
し
、
必
要

に
応
じ
て
補
助
的
に
そ
の
他
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
文
書
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
商
館
文

書
も
用
い
、
こ
れ
ら
の
関
連
史
料
か
ら
、
本
稿
の
目
的
に
沿
っ
た
商
務
活
動
の

記
述
を
拾
い
出
し
、
そ
れ
ら
を
実
証
的
に
再
構
築
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
江
戸

時
代
初
期
の
貿
易
自
由
期
間
に
お
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
畿
内
の
商
都
で
ど
の

よ
う
な
形
で
現
地
の
日
本
人
商
人
と
商
取
引
を
行
っ
て
い
た
の
か
を
具
体
的
に

提
示
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
の
商
取
引
の
実
態
を
日
本
の
商
習
慣
と
し
て
捉
え
直

し
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
時
の
日
本
で
行
わ
れ
て
い
た
商
業
活
動
の
一

端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

　
第
一
章
で
は
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
概
況
と
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
経
歴
に
つ

い
て
把
握
す
る
た
め
に
、
関
連
情
報
の
整
理
を
行
う
。
ま
ず
、
第
一
節
で
、
開

設
直
後
の
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
状
況
を
概
観
し
た
上
で
、
続
く
第
二
節
で
、

開
設
時
か
ら
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
が
来
日
す
る
ま
で
の
三
年
間
の
日
本
で
の
平
戸
オ

ラ
ン
ダ
商
館
の
販
売
活
動
の
状
態
に
つ
い
て
触
れ
る
。
さ
ら
に
、
第
三
節
で
、

ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
勤
務
状
況
の
概
要
に
つ
い
て
把
握
す
る
た
め
に
、
そ
の
来
日

時
か
ら
離
日
時
ま
で
の
足
取
り
を
史
料
か
ら
分
か
る
範
囲
で
辿
る
。
さ
ら
に
、

第
四
節
に
お
い
て
、
本
稿
に
お
け
る
中
核
的
史
料
で
あ
る
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
書

状
と
、
そ
れ
を
包
含
す
る
ス
ペ
ッ
ク
ス
受
信
書
状
綴
帳
の
形
態
と
内
容
に
つ
い

て
詳
述
す
る
。

　
ま
た
、
第
二
章
で
は
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
畿
内
に
お
け
る
具
体
的
な
商
務
活

動
の
う
ち
主
な
も
の
を
取
り
上
げ
る
。
具
体
的
に
は
、
第
一
節
で
、
ワ
ウ
テ
ル

セ
ン
が
販
売
し
て
い
た
主
な
商
品
の
一
つ
で
あ
る
大
羅
紗
を
取
り
上
げ
、
そ
の

販
売
と
需
給
動
向
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、
第
二
節
で
は
、
京
都
の
宿
主

の
家
で
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
が
商
務
活
動
を
行
う
上
で
、
宿
主
と
ど
の
よ
う
な
関
係

が
築
か
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
注
目
し
、
宿
主
と
の
関
係
が
示
さ
れ
る
記
述

を
史
料
か
ら
拾
い
出
し
、
そ
れ
ら
を
日
本
の
商
習
慣
と
し
て
捉
え
直
し
て
分
析

を
加
え
て
い
く
。
第
三
節
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
商
品
取
引
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
対
価
を
得
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
史
料
か
ら
関
連
記
述
を
示
し
な
が
ら
、

具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

第
一
章
　
初
期
の
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
と
商
務
員
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン

第
一
節
　
開
設
直
後
の
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
状
況

　
一
六
〇
九
年
九
月
に
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
開
設
さ
れ
た
が
、
最
初
の
数
年

間
の
日
本
貿
易
は
、
日
本
向
け
商
品
の
不
足
の
た
め
に
順
調
に
は
進
ま
な
か
っ

た
。
こ
の
時
期
の
ア
ジ
ア
各
地
域
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
は
、
上
級
商
務
員
で
あ
る

商
館
長
を
筆
頭
に
二
、
三
人
の
商
務
員
と
数
名
の
使
用
人
と
い
う
小
規
模
な
も

の
で
、
常
に
人
員
不
足
の
状
態
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
ア
ジ
ア

域
内
で
の
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ま
だ
確
立
し
て
お
ら
ず
、
各
商
館
で
は
貿
易

商
品
の
獲
得
・
供
給
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
腐
心
し
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
。

　
一
六
一
〇
年
の
季
節
風
の
時
期
が
過
ぎ
て
も
、
オ
ラ
ン
ダ
船
は
日
本
へ
は
一

隻
も
来
航
し
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
日
本
当
局
の
間
で
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館

9
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長
ス
ペ
ッ
ク
ス
に
対
す
る
少
な
か
ら
ぬ
非
難
を
引
き
起
こ
し
た
。
同
年
に
ポ
ル

ト
ガ
ル
船
も
来
航
し
な
か
っ
た
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
来
日
の
目
的
は
貿
易
の

た
め
と
い
う
よ
り
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
船
を
攻
撃
す
る
た
め
で
は
な
い
か
と
の
疑

い
が
持
た
れ
て
い
た（

15
）

。

　
ス
ペ
ッ
ク
ス
は
、
こ
の
困
難
な
状
況
を
打
開
す
べ
く
、
日
本
向
け
商
品
を
仕

入
れ
る
た
め
に
、
一
六
一
〇
年
十
月
三
十
一
日
に
、
二
人
の
人
員
を
長
崎
か
ら

出
航
す
る
「
船
長
ヤ
サ
エ
モ
ン（

16
）

」
の
船
で
シ
ャ
ム
へ
派
遣
し
た
。
ス
ペ
ッ
ク
ス

が
シ
ャ
ム
商
館
長
ラ
ン
ベ
ル
ト
・
ヤ
ー
コ
プ
セ
ン
・
ヘ
イ
ン
（Lam

bert Jacopsz 

H
eyn, n.d.

）
に
宛
て
た
書
状
に
よ
る
と
、
こ
の
時
、
東
イ
ン
ド
会
社
勘
定
と
し

て
純
銀
二
万
匁
お
よ
び
通
用
銀
一
万
二
〇
四
八
匁
一
分
、
さ
ら
に
合
計
金
額
八

八
四
四
匁
二
分
の
様
々
な
漆
器
の
入
っ
て
い
る
箱
十
個
、
そ
の
ほ
か
に
四
三
〇

七
匁
七
分
を
持
た
せ
て
、
助
手
の
ハ
ン
ス
・
フ
ェ
ル
ス
ト
レ
ー
ペ
ン
（H

ans 

Verstrepen, n.d.

）
と
ク
ラ
ー
ス
・
ピ
ー
テ
ル
セ
ン
（C

lays Pyetersz, n.d.

）
を
派

遣
し
た（

17
）

。
そ
の
後
、
フ
ェ
ル
ス
ト
レ
ー
ペ
ン
は
、
コ
ル
ネ
ー
リ
ス
・
ロ
ー
レ
ン

ス
・
フ
ァ
ン
・
ア
ル
ク
マ
ー
ル
（C

ornelis Lourens van Alckm
ar, n.d.

）
と
ヤ
ン
・

コ
ル
ネ
ー
リ
ス
・
フ
ァ
ン
・
エ
ン
ク
ハ
イ
ゼ
ン
（Ian C

ornelisz van Enckhuysen, 

n.d.

）
と
と
も
に
日
本
の
ジ
ャ
ン
ク
船
で
一
六
一
一
年
七
月
十
日
に
平
戸
に

戻
っ
た（

18
）

。
彼
ら
が
日
本
へ
の
帰
帆
時
に
乗
っ
て
い
た
日
本
の
ジ
ャ
ン
ク
船
に
つ

い
て
、
逆
風
の
た
め
に
滞
留
し
て
い
る
そ
の
船
を
薩
摩
か
ら
平
戸
に
戻
す
た
め

の
支
援
を
平
戸
藩
主
に
依
頼
し
た
の
で
、
謝
意
を
示
す
た
め
の
贈
物
の
案
を
作

成
す
る
こ
と
に
気
が
重
く
感
じ
た
と
ス
ペ
ッ
ク
ス
は
一
六
一
一
年
の
参
府
日
記

の
な
か
で
記
し
て
い
る（

19
）

。
こ
の
時
の
シ
ャ
ム
へ
の
派
遣
が
ど
の
よ
う
な
成
果
を

上
げ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
記
述
を
除
い
て
、
そ
の
後
の
関
係
書
状
に
言

及
が
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。

　
一
六
一
一
年
七
月
一
日
に
、
よ
う
や
く
ヤ
ヒ
ト
船
ブ
ラ
ッ
ク
号（

20
）

が
い
く
ら
か

の
大
羅
紗（

21
）

、
鉛
、
象
牙
や
、
オ
ラ
ン
ダ
本
国
か
ら
の
送
付
品
、
そ
し
て
パ
タ
ニ

商
館
か
ら
の
胡
椒
お
よ
び
絹
製
羅
紗
三
箱
を
舶
載
し
て
平
戸
に
来
航
し
た（

22
）

。
ブ

ラ
ッ
ク
号
の
来
航
を
受
け
て
、
ス
ペ
ッ
ク
ス
は
、
同
船
に
乗
っ
て
来
日
し
た

ピ
ー
テ
ル
・
セ
ー
ヘ
ル
セ
ン
（Pieter Segertsz, n.d. （

23
）

）
と
い
う
商
務
員
を
伴
い
、

一
六
一
一
年
七
月
十
七
日
に
、
家
康
へ
の
謁
見
の
た
め
に
駿
河
に
向
け
て
平
戸

を
出
発
し
た
。
家
康
へ
謁
見
し
た
後
、
秀
忠
へ
の
謁
見
も
行
い
、
さ
ら
に
帰
路

に
再
び
駿
河
に
立
ち
寄
り
、
同
年
九
月
十
九
日
に
平
戸
に
帰
航
し
た
。
こ
の
参

府
時
に
、
将
来
来
航
す
る
オ
ラ
ン
ダ
船
の
た
め
の
パ
タ
ニ
と
バ
ン
テ
ン
商
館
用

の
二
通
の
朱
印
状
を
得
た
後
に
、
自
由
に
取
引
で
き
る
許
可
も
特
別
に
請
願
し

て
認
め
ら
れ
た（

24
）

。

　
参
府
を
無
事
に
終
え
た
ス
ペ
ッ
ク
ス
は
、
平
戸
に
戻
っ
た
後
、
東
イ
ン
ド
会

社
の
経
営
陣
に
宛
て
て
出
し
た
一
六
一
一
年
十
月
二
十
七
日
付
の
書
状
で
、
今

回
ブ
ラ
ッ
ク
号
が
舶
載
し
て
き
た
小
さ
な
積
荷
で
は
献
上
品
な
ど
の
経
費
負
担

が
賄
え
ず
、
日
本
貿
易
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
高
い
利
益
が
得
ら
れ
る
十

分
な
量
の
積
荷
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
日
本
に
お
い
て
需

要
の
あ
る
商
品
は
中
国
産
品
物
で
あ
る
の
で
、
そ
の
供
給
を
図
る
た
め
に
中
国

貿
易
の
獲
得
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
指
摘
も
書
き
記
し
て
い
る（

25
）

。
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こ
の
よ
う
に
、
開
設
直
後
の
平
戸
商
館
は
、
一
六
一
〇
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
船

が
一
隻
も
来
航
せ
ず
、
同
年
十
月
に
商
品
獲
得
の
た
め
に
平
戸
の
人
員
を
シ
ャ

ム
に
派
遣
し
、
翌
一
六
一
一
年
に
よ
う
や
く
オ
ラ
ン
ダ
船
一
隻
が
わ
ず
か
な
積

荷
を
載
せ
て
来
航
し
た
の
み
、
と
い
う
振
る
わ
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
一
六
一

二
年
に
は
二
隻
が
、
一
六
一
四
年
に
一
隻
が
来
航
し
、
な
お
不
安
定
な
が
ら
も
、

日
本
向
け
商
品
の
供
給
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日

本
に
お
け
る
商
務
活
動
は
こ
の
頃
か
ら
地
盤
固
め
の
時
期
に
入
っ
て
い
く
。

第
二
節
　
商
館
開
設
後
三
年
間
の
販
売
活
動

　
商
館
開
設
時
の
一
六
〇
九
年
か
ら
一
六
一
二
年
ま
で
の
三
年
の
間
は
、
日
本

向
け
商
品
の
不
足
に
悩
み
な
が
ら
も
、
日
本
に
お
い
て
貿
易
上
の
取
引
の
自
由

を
認
め
ら
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
そ
の
自
由
を
活
用
す
べ
く
、
こ
の
期
間
に
オ

ラ
ン
ダ
船
で
舶
載
さ
れ
た
象
牙
や
胡
椒
、
大
羅
紗
な
ど
を
販
売
す
る
こ
と
に
努

め
て
い
た
。
商
館
開
設
後
四
年
目
の
時
期
に
当
た
る
一
六
一
二
年
に
お
い
て
は
、

リ
ー
フ
デ
号
の
生
存
者
の
一
人
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
（W

illiam
 Adam

s, 

1
5
6
4 –
1
6
2
0 （

26
）

）
が
平
戸
商
館
の
た
め
に
象
牙
や
胡
椒
、
大
羅
紗
な
ど
の
商
品
の

販
売
な
ら
び
に
商
館
が
必
要
と
し
て
い
た
木
材
な
ど
の
物
品
の
供
給
を
請
け

負
っ
て
い
た（

27
）

。

　
ス
ペ
ッ
ク
ス
は
、
ア
ダ
ム
ス
宛
の
一
六
一
二
年
六
月
八
日
付
書
状
の
前
半
で
、

大
羅
紗
が
定
価
で
売
れ
な
け
れ
ば
、
少
し
値
下
げ
を
し
て
で
も
売
却
す
る
よ
う

何
度
も
指
示
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ダ
ム
ス
が
一
反
も
売
却
し
て
い

な
い
こ
と
を
残
念
に
思
っ
て
い
る
と
伝
え
る
と
と
も
に
、
一
〜
三
匁
値
下
げ
し

て
で
も
可
能
な
限
り
多
く
の
大
羅
紗
を
売
る
よ
う
に
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、

同
書
状
の
後
半
で
も
再
び
大
羅
紗
の
販
売
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
指
示
を
出

し
て
い
る
。

　【
史
料
一（

28
）

】

私
が
貴
殿
に
設
定
し
た
価
格
が
高
す
ぎ
て
、
商
人
達
は
こ
の
よ
う
な
高
い

価
格
で
は
買
え
な
い
の
で
、
挿
入
し
た
覚
書
で
お
分
か
り
の
通
り
、
そ
れ

を
引
き
下
げ
た
。
そ
れ
に
従
っ
て
下
さ
い
。
そ
れ
以
下
の
価
格
で
販
売
し

て
は
い
け
な
い
。
た
だ
し
、
多
少
の
上
下
に
つ
い
て
は
貴
殿
の
裁
量
に
任

せ
る
。
と
い
う
の
も
、
貴
殿
が
そ
れ
を
最
大
の
利
益
で
売
る
こ
と
が
で
き

る
と
私
は
確
信
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
記
述
か
ら
は
、
大
羅
紗
の
販
売
に
あ
た
っ
て
、
ス
ペ
ッ
ク
ス
か
ら
ア
ダ

ム
ス
に
対
し
て
細
か
く
指
示
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ス
ペ
ッ
ク
ス

は
設
定
し
た
価
格
で
大
羅
紗
を
販
売
す
る
よ
う
ア
ダ
ム
ス
に
依
頼
し
、
売
れ
な

い
場
合
に
は
、
再
び
商
館
長
側
で
引
き
下
げ
た
価
格
を
提
示
し
、
多
少
の
上
下

幅
は
ア
ダ
ム
ス
の
裁
量
に
任
せ
て
は
い
る
が
、
最
大
の
利
益
を
出
す
こ
と
を
求

め
て
い
た
。

　
ま
た
、
同
書
状
で
、「
火
事
に
対
し
て
十
分
安
全
な
蔵
に
そ
れ
ら
を
適
切
に

保
管
す
る
よ
う
に
留
意
し
て
下
さ
い
。
貴
殿
に
く
れ
ぐ
れ
も
そ
の
世
話
を
委
ね

11

大 坂の陣前後における平戸オランダ商館員エルベルト・ワウテルセンの商務活動



る
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
生
地
見
本
帳
を
も
と
に
商
品
の
受
注
後
に
発
送

す
る
と
い
う
形
で
は
な
く
、
あ
ら
か
じ
め
現
物
を
ア
ダ
ム
ス
に
預
け
る
委
託
販

売
の
形
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
オ
ラ
ン
ダ
産
品
で
あ
る
大
羅
紗
は
当
初
、
需
要
が
見
込
ま
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
日
本
で
の
販
売
が
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
価
格
が
高
す

ぎ
る
こ
と
、
一
反（

29
）

単
位
の
ま
と
ま
っ
た
量
で
の
購
入
が
敬
遠
さ
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
ス
ペ
ッ
ク
ス
は
ア
ダ
ム
ス
か
ら
、「
値
段
が
高
す
ぎ
て
、
一
あ
る
い

は
二
、
三
尋（

30
）

な
ら
い
い
が
、
誰
も
一
〜
二
反
単
位
で
ま
と
め
て
購
入
し
よ
う
と

し
な
か
っ
た
の
で
、
大
羅
紗
は
ま
だ
一
反
も
売
却
さ
れ
て
い
な
い
」
と
の
報
告

を
受
け
て
い
る（

31
）

。

　
ア
ダ
ム
ス
が
大
羅
紗
を
全
く
売
却
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
受
け
て
、
ス
ペ
ッ

ク
ス
は
大
坂
に
派
遣
し
て
い
た
助
手
マ
チ
ア
ス
（M

atthias, n.d. （
32
）

）
宛
の
一
六
一

二
年
六
月
八
日
付
の
書
状
に
同
封
さ
れ
た
「
ア
ダ
ム
ス
氏
が
大
羅
紗
を
販
売
す

る
時
に
従
う
べ
き
価
格
の
覚
書
」
で
、
一
間（

33
）

当
た
り
の
値
下
げ
し
た
価
格
を
提

示
し
て
い
る（

34
）

。
こ
の
マ
チ
ア
ス
と
い
う
人
物
は
、
ス
ペ
ッ
ク
ス
の
細
か
い
指
示

の
も
と
で
畿
内
に
お
い
て
、
ア
ダ
ム
ス
に
よ
る
大
羅
紗
販
売
の
連
絡
補
助
業
務

の
ほ
か
に
象
牙
な
ど
の
販
売
活
動
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
が
日
本
に
来
航
す
る
ま
で
の
平
戸
オ
ラ
ン
ダ

商
館
の
日
本
国
内
の
商
品
販
売
は
、
日
本
に
所
領
を
得
て
、
家
康
と
直
接
面
会

で
き
る
ほ
ど
の
地
位
に
あ
っ
た
リ
ー
フ
デ
号
の
元
乗
組
員
ア
ダ
ム
ス
の
協
力
に

頼
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た（

35
）

。
ス
ペ
ッ
ク
ス
は
、
こ
の
ほ
か
、
ヤ
ン
・
コ
ゼ
イ

ン
ス
（Jan C

ousynsz, n.d. （
36
）

）
と
い
う
人
物
を
助
手
マ
チ
ア
ス
と
一
緒
に
京
都
や

大
坂
へ
派
遣
し
、
現
地
で
の
商
務
に
当
た
ら
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た（

37
）

。
ア
ダ
ム
ス

と
同
様
に
リ
ー
フ
デ
号
の
元
乗
組
員
で
あ
っ
た
コ
ゼ
イ
ン
ス
も
、
一
六
〇
〇
年

に
来
日
し
て
以
来
、
そ
の
ま
ま
日
本
に
留
ま
っ
て
い
た
。
コ
ゼ
イ
ン
ス
は
、
一

六
〇
九
年
の
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
開
設
時
に
通
訳
者
兼
飲
食
料
係
と
し
て
東
イ

ン
ド
会
社
に
雇
用
さ
れ
、
平
戸
商
館
の
商
務
活
動
に
従
事
し
て
い
た（

38
）

。

　
な
お
、
ス
ペ
ッ
ク
ス
か
ら
ア
ダ
ム
ス
、
マ
チ
ア
ス
、
コ
ゼ
イ
ン
ス
に
宛
て
た

商
品
販
売
関
係
の
書
状
が
確
認
で
き
る
の
は
、
こ
の
時
期
の
み
で
あ
る
。

第
三
節
　
商
務
員
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
経
歴

　
本
節
で
は
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
が
日
本
で
勤
務
し
て
い
た
時
期
を
中
心
に
、
彼

の
経
歴
に
関
す
る
情
報
を
史
料
か
ら
整
理
す
る
。

　
一
六
一
二
年
八
月
二
十
八
日
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ス
ヒ
ッ
プ
船
ロ
ー
デ
・
レ
ー

ウ
・
メ
ッ
ト
・
ペ
イ
レ
ン
号（

39
）

が
平
戸
に
到
着
し
た
。
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
は
下
級
商

務
員
の
資
格
で
こ
の
船
に
乗
っ
て
来
日
し
た
。
ま
た
、
同
船
に
は
、
日
本
で
の

任
期
が
終
了
す
る
ス
ペ
ッ
ク
ス
と
交
代
で
商
館
長
に
就
任
す
る
た
め
に
、
ヘ
ン

ド
リ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ウ
エ
ル
（H

endrick Brouw
er, 1
5
8
1 –
1
6
4
3 （

40
）

）
も
乗
船
し
て
い
た（

41
）

。

　
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
東
イ
ン
ド
会
社
と
の
契
約
状
況
に
つ
い
て
は
、
一
六
一
五

年
十
月
二
十
八
日
付
の
平
戸
商
館
・
エ
ン
ク
ハ
イ
ゼ
ン
号
・
ヤ
カ
ト
ラ
号
の
決

議
録
に
言
及
が
見
ら
れ
る
。
同
決
議
録
に
は
、「
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ウ
エ

ル
指
揮
下
の
艦
隊
で
ア
ジ
ア
へ
出
帆
し
た
下
級
商
務
員
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
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ル
セ
ン
の
四
年
間
の
契
約
期
間
が
八
月
に
お
い
て
満
了
し
」
た
と
の
記
述
が
あ

る（
42
）

。
こ
の
記
述
か
ら
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
が
ブ
ラ
ウ
エ
ル
と
一
緒
に
オ
ラ
ン
ダ
か

ら
同
じ
船
で
ア
ジ
ア
に
向
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
同
記
述
か

ら
は
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
と
東
イ
ン
ド
会
社
と
の
雇
用
契
約
が
開
始
し
た
の
は
四

年
前
の
一
六
一
一
年
八
月
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
年
月
は
ロ
ー

デ
・
レ
ー
ウ
・
メ
ッ
ト
・
ペ
イ
レ
ン
号
が
バ
ン
テ
ン
に
到
着
し
た
時
期
で
あ
る
。

ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
と
東
イ
ン
ド
会
社
と
の
契
約
期
間
は
ア
ジ
ア
に
到
着
し
た
時
点

で
始
ま
り
、
最
初
の
寄
港
地
バ
ン
テ
ン
で
約
九
カ
月
間
勤
務
し
た
後
、
日
本
に

配
属
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
同
決
議
録
に
よ
る
と
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
最
初
の
四
年
間
の
給
与
は

月
四
十
五
グ
ル
テ
ン（

43
）

で
あ
っ
た
。
契
約
期
間
満
了
に
伴
っ
て
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
は

給
与
の
低
さ
と
日
本
に
お
け
る
昇
進
の
可
能
性
の
低
さ
の
た
め
に
解
任
を
要
求

し
た
が
、
ス
ペ
ッ
ク
ス
か
ら
の
説
得
に
よ
り
、
適
切
な
昇
給
お
よ
び
昇
進
を
条

件
に
、
さ
ら
に
三
年
間
会
社
で
の
仕
事
を
続
け
る
こ
と
に
同
意
し
、
以
降
の
給

与
は
毎
月
二
十
七
グ
ル
デ
ン
上
乗
せ
さ
れ
、
七
十
二
グ
ル
デ
ン
に
昇
給
さ
れ
る
。

こ
れ
に
先
立
っ
て
、
バ
ン
テ
ン
に
い
る
商
務
総
監
ヤ
ン
・
ピ
ー
テ
ル
ス
ゾ
ー

ン
・
ク
ー
ン
（Jan Pieterszoon C

oen, 1
5
8
7 –
1
6
2
9

）
は
、
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
の
一

六
一
五
年
六
月
十
日
付
書
状
に
お
い
て
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
雇
用
に
つ
い
て
、

会
社
の
業
務
遂
行
に
必
要
な
人
材
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
ス
ペ
ッ
ク
ス
の
指

揮
下
に
置
く
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
適
切
な
昇
給
と
上
級
商
務
員
の
地
位
へ
の

昇
進
の
許
可
を
伝
え
て
い
た（

44
）

。

　
ブ
ラ
ウ
エ
ル
が
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
と
し
て
在
任
し
て
い
た
期
間
中
の
ワ

ウ
テ
ル
セ
ン
の
活
動
は
、
当
該
期
間
の
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
発
信
の
ブ
ラ
ウ
エ
ル
宛

の
報
告
類
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
ほ
と
ん
ど
把
握
で
き
な
い
。
た
だ
、
一
六

一
五
年
以
前
に
も
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
が
畿
内
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
は
確

実
で
あ
る
。
ブ
ラ
ウ
エ
ル
か
ら
メ
ル
ヒ
ヨ
ル
・
フ
ァ
ン
・
サ
ン
ト
フ
ォ
ー
ル
ト

（M
elchior van Santvoort, 1

5
7
0? –
1
6
4
1 （

45
）

）
宛
の
一
六
一
四
年
九
月
四
日
付
書
状
に

は
、
フ
ァ
ン
・
サ
ン
ト
フ
ォ
ー
ル
ト
が
皮
の
売
却
に
成
功
し
た
と
い
う
報
告
を

ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
か
ら
受
け
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る（

46
）

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
間
接
的

な
形
で
は
あ
る
が
、
ブ
ラ
ウ
エ
ル
在
任
期
間
中
に
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
が
派
遣
先
の

畿
内
か
ら
商
務
報
告
を
書
き
送
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ワ
ウ
テ
ル
セ

ン
は
来
日
後
の
比
較
的
早
い
段
階
で
畿
内
に
派
遣
さ
れ
、
以
前
に
ア
ダ
ム
ス
を

は
じ
め
と
す
る
リ
ー
フ
デ
号
の
元
乗
組
員
が
畿
内
で
担
っ
て
い
た
商
品
仲
介
業

務
を
引
き
継
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
ブ
ラ
ウ
エ
ル
在
任
期
間
中
の
主
な
販
売
商
品
は
、
一
六
一
二
年
八
月
に
自
ら

も
乗
船
し
て
来
航
し
た
ロ
ー
デ
・
レ
ー
ウ
・
メ
ッ
ト
・
ペ
イ
レ
ン
号
が
舶
載
し

て
い
た
大
羅
紗
な
ど
の
オ
ラ
ン
ダ
産
商
品
、
同
年
九
月
に
パ
タ
ニ
か
ら
来
航
し

た
ハ
ー
ゼ
ウ
ィ
ン
ト
号
が
積
ん
で
き
た
中
国
産
品
物
や
胡
椒
、
な
ら
び
に
一
六

一
三
年
に
ブ
ラ
ウ
エ
ル
が
ヤ
ン
・
ヨ
ー
ス
テ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ロ
ー
デ
ン
ス
テ
イ

ン
（Jan Joosten van Lodensteijn, 1

5
5
6? –
1
6
2
3 （

47
）

）
の
船
を
シ
ャ
ム
へ
派
遣（

48
）

し
た
際

の
帰
り
荷
で
あ
る
蘇
木
、
鹿
皮
、
鮫
皮
、
陶
器
、
樟
脳
お
よ
び
生
糸
で
あ
っ
た（

49
）

。

　
ブ
ラ
ウ
エ
ル
の
二
年
間
の
日
本
勤
務
の
任
期
が
満
了
す
る
一
六
一
四
年
八
月

13

大 坂の陣前後における平戸オランダ商館員エルベルト・ワウテルセンの商務活動



に
商
館
長
交
代
の
た
め
に
ス
ペ
ッ
ク
ス
が
再
び
来
日
し
た
こ
と
に
伴
っ
て
、
ス

ペ
ッ
ク
ス
の
指
揮
下
で
の
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
勤
務
が
始
ま
る
。

　
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
か
ら
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
の
最
初
の
発
信
書
状
は
、
大
坂
か
ら
出

さ
れ
た
一
六
一
四
年
九
月
七
日
付
の
も
の
で
あ
る（

50
）

。
こ
の
書
状
は
ス
ペ
ッ
ク
ス

発
信
の
八
月
十
三
日
付
の
書
状
に
対
す
る
返
事
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
ワ

ウ
テ
ル
セ
ン
は
返
事
の
中
で
、
同
月
三
十
一
日
に
受
け
取
っ
た
ス
ペ
ッ
ク
ス
発

信
書
状
か
ら
ス
ペ
ッ
ク
ス
が
八
月
に
平
戸
に
到
着
し
た
こ
と
を
知
っ
た
と
記
し

て
い
る
。
こ
の
書
状
の
内
容
か
ら
、
こ
の
時
期
に
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
が
畿
内
に
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
ス
ペ
ッ
ク
ス
は
ブ
ラ
ウ
エ
ル
と
交
代
で
平
戸
商
館
長
に
再

就
任
す
る
た
め
に
一
六
一
四
年
八
月
六
日
に
ス
ヒ
ッ
プ
船
ア
ウ
ト
・
ゼ
ー
ラ
ン

デ
ィ
ア
号（

51
）

で
平
戸
に
到
着
し
て
い
た（

52
）

。
ま
た
、
こ
の
書
状
で
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
は
、

ス
ペ
ッ
ク
ス
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
て
、
畿
内
に
お
け
る
商
品
の
相
場
表
を
送
付

す
る
こ
と
、
大
坂
と
江
戸
で
の
大
羅
紗
の
販
売
状
況
な
ど
も
伝
え
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
の
書
状
と
と
も
に
送
付
さ
れ
た
相
場
表
に
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
に

関
連
す
る
輸
出
入
商
品
の
大
坂
、
堺
、
京
都
に
お
け
る
市
場
価
格
が
書
き
上
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
向
け
輸
入
商
品
の
価
格
表
の
最
後
に
、
大
黄
と
安
息
香

に
つ
い
て
は
和
名
を
知
ら
な
い
の
で
、
そ
の
価
格
を
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（

53
）

。
こ
の
記
述
か
ら
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
は
、

相
場
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
生
糸
や
繻
子
な
ど
の
主
な
取
引
商
品
の
和
名
の
知

識
を
有
し
、
通
訳
を
介
さ
ず
に
自
ら
価
格
の
問
い
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
た
と
推

測
さ
れ
る
。
ス
ペ
ッ
ク
ス
は
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
に
つ
い
て
、
日
本
の
言
語
、
習

慣
、
状
況
に
熟
練
し
て
い
て
、
学
ぶ
段
階
を
越
え
て
い
る
と
記
し
て
い
る（

54
）

。
ス

ペ
ッ
ク
ス
の
評
価
通
り
、
畿
内
に
長
く
駐
在
し
て
い
た
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
は
、
日

本
語
と
日
本
の
商
習
慣
に
精
通
し
、
通
訳
な
し
で
日
本
の
商
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
前
述
の
一
六
一
四
年
九
月
七
日
付
の
ス
ペ
ッ
ク
ス
に
宛
て
た
書
状
を
大
坂
か

ら
送
付
し
た
後
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
は
、
参
府
使
節
と
し
て
、
下
級
商
務
員
マ
テ

イ
ス
・
テ
ン
・
ブ
ル
ッ
ケ
（M

atthijs ten Broecke, n.d. （
55
）

）
と
合
流
し
て
、
駿
府

へ
派
遣
さ
れ
て
い
る（

56
）

。
参
府
を
終
え
、
一
旦
、
平
戸
に
戻
っ
た
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン

は
、
翌
年
の
一
六
一
五
年
一
月
に
再
び
畿
内
に
派
遣
さ
れ
、
同
月
二
十
五
日
に

堺
に
到
着
し
て
い
る（

57
）

。
こ
の
時
か
ら
一
六
一
六
年
十
二
月
ま
で
の
間
、
ワ
ウ
テ

ル
セ
ン
は
畿
内
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様
々
な
商
務
に
つ
い
て
の
報
告

や
照
会
の
た
め
、
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
に
頻
繁
に
書
状
を
発
信
し
て
い
る
。

　
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
を
派
遣
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ス
ペ
ッ
ク
ス
は
フ
ァ
ン
・
サ
ン

ト
フ
ォ
ー
ル
ト
宛
の
一
六
一
五
年
一
月
九
日
付
の
書
状
に
お
い
て
、
ワ
ウ
テ
ル

セ
ン
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
て
い
る
。

　【
史
料
二（

58
）

】

私
は
貴
殿
に
本
状
の
持
参
人
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
と
あ
ら
ゆ
る

こ
と
に
お
い
て
良
好
な
文
通
お
よ
び
友
情
を
継
続
し
て
く
れ
る
よ
う
お
願

い
す
る
。
以
前
の
よ
う
に
会
社
の
業
務
を
彼
の
地
で
監
督
し
、
実
行
す
る

た
め
に
彼
を
再
び
上
に（

59
）

派
遣
す
る
。
会
社
の
商
品
の
最
大
の
保
証
の
た
め

14



に
得
策
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
形
で
彼
を
助
言
や
行
為
で
支
援
し
て
下
さ

い
。

　
こ
の
書
状
か
ら
も
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
赴
任
し
た
後
、
す
で
に
ワ
ウ
テ

ル
セ
ン
は
商
館
長
ブ
ラ
ウ
エ
ル
の
指
揮
下
で
畿
内
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
が
、
今

回
ス
ペ
ッ
ク
ス
が
ブ
ラ
ウ
エ
ル
と
交
代
で
再
び
商
館
長
に
就
任
し
て
か
ら
、
改

め
て
畿
内
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
現
地
で
の
業
務
の
監

督
と
遂
行
に
お
い
て
、
日
本
や
ア
ジ
ア
で
の
豊
富
な
取
引
経
験
を
持
ち
、
当
時

堺
に
居
住
し
て
い
た
フ
ァ
ン
・
サ
ン
ト
フ
ォ
ー
ル
ト
か
ら
様
々
な
助
言
を
得
て

い
た
こ
と
も
こ
の
書
状
か
ら
窺
え
る
。

　
一
六
一
五
年
一
月
を
起
点
と
す
る
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
畿
内
で
の
駐
在
期
間
が

一
年
半
以
上
経
過
し
た
一
六
一
六
年
九
月
に
、
幕
府
か
ら
貿
易
地
制
限
令
が
出

さ
れ
た
。
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
は
、
こ
の
制
限
令
の
発
布
の
知
ら
せ
を
受
け（

60
）

、
平
戸

に
引
き
上
げ
る
た
め
に
商
品
代
金
や
貸
借
金
の
清
算
な
ど
の
残
務
処
理
に
入
る

こ
と
に
な
る（

61
）

。
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
発
信
書
状
の
う
ち
、
一
六
一
六
年
十
二
月
二
十

九
日
付
大
坂
発
信
の
書
状
が
最
後
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン

に
関
す
る
情
報
は
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
史
料
に
は
ご
く
わ
ず
か
し
か
な
く
、

む
し
ろ
平
戸
イ
ギ
リ
ス
商
館
の
史
料
に
み
ら
れ
る（

62
）

。

　
以
下
、
イ
ギ
リ
ス
側
史
料
か
ら
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
に
関
す
る
主
な
動
向
に
つ

い
て
拾
い
上
げ
る
。
平
戸
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
の
日
記

の
一
六
一
七
年
二
月
十
一
日
条
に
は
、
畿
内
滞
在
が
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
ワ
ウ

テ
ル
セ
ン
が
日
本
人
の
妻
と
子
供
と
と
も
に
京
都
か
ら
平
戸
に
来
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る（

63
）

。
直
後
の
同
年
三
月
十
三
日
条
に
は
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
京
都
の

宿
主
が
将
軍
の
禁
令
に
反
し
て
長
期
に
わ
た
っ
て
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
を
滞
在
さ
せ

た
こ
と
で
投
獄
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（

64
）

。

　
ま
た
、
同
日
記
の
一
六
一
七
年
八
月
三
十
日
条
に
は
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
、
テ

ン
・
ブ
ル
ッ
ケ
お
よ
び
船
長
バ
ル
ク
ハ
ウ
ト（

65
）

が
将
軍
謁
見
の
た
め
に
平
戸
か
ら

畿
内
に
向
け
て
船
で
出
発
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（

66
）

。
オ
ラ
ン
ダ
人
一
行
に

続
い
て
、
九
月
五
日
に
京
都
に
向
け
て
平
戸
を
出
立
し
た
コ
ッ
ク
ス
は
、
九
月

十
五
日
条
で
、
大
坂
に
到
着
し
た
と
こ
ろ
、
オ
ラ
ン
ダ
人
一
行
が
ヨ
ー
ス
テ
ン

の
助
言
で
平
戸
藩
主
を
通
さ
ず
に
直
接
伏
見
に
い
る
将
軍
の
と
こ
ろ
へ
謁
見
の

た
め
に
行
っ
た
が
、
差
し
止
め
ら
れ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
と
記
し
て
い
る（

67
）

。

そ
の
後
の
九
月
二
十
三
日
条
で
は
、
コ
ッ
ク
ス
は
、
そ
の
夜
に
平
戸
に
戻
る
た

め
に
伏
見
か
ら
大
坂
に
向
か
う
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
に
イ
ギ
リ
ス
商
館
員
宛
の
書
状

を
託
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る（

68
）

。

　
こ
の
参
府
旅
行
以
後
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
で
の
勤
務
が

一
六
二
一
年
ま
で
続
く（

69
）

。
こ
の
期
間
中
は
、
主
に
平
戸
に
お
い
て
ス
ペ
ッ
ク
ス

の
下
で
商
館
付
勤
務
を
行
い
、
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
商
館
の
人
々
と
も
交
流
が

あ
っ
た
こ
と
が
コ
ッ
ク
ス
の
日
記
か
ら
窺
え
る
。

　
コ
ッ
ク
ス
の
日
記
一
六
二
一
年
二
月
二
十
日
条
に
よ
る
と
、
こ
の
日
、
ワ
ウ

テ
ル
セ
ン
は
船
長
と
し
て
平
戸
の
河
内
浦
か
ら
ジ
ャ
ン
ク
船
に
乗
っ
て
バ
ン
テ

ン
に
向
け
て
出
発
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た（

70
）

。
ま
た
、
同
日
記
の
同
年
八
月
六
日

15
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条
に
よ
る
と
、
こ
の
日
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
は
ジ
ャ
カ
ト
ラ（

71
）

か
ら
来
た
オ
ラ
ン
ダ

船
マ
イ
デ
ン
号（

72
）

で
平
戸
に
戻
っ
て
い
る（

73
）

。
そ
し
て
、
こ
の
年
の
秋
に
ワ
ウ
テ
ル

セ
ン
は
日
本
を
離
れ
た
。
コ
ッ
ク
ス
の
日
記
に
は
、
一
六
二
一
年
十
月
十
六
日

条
に
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
が
ス
ペ
ッ
ク
ス
と
と
も
に
ジ
ャ
カ
ト
ラ
へ
向
け
て
ズ
ワ
ー

ン
号（

74
）

で
出
発
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る（

75
）

。

　
な
お
、
商
務
総
監
ク
ー
ン
か
ら
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
宛
の
一
六
二
〇
年
六
月
十
三

日
付
書
状
に
よ
る
と
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
お
よ
び
妻
と
三
人
の
子
供
に
対
す
る
乗

船
許
可
が
認
め
ら
れ
て
い
る（

76
）

。
家
族
を
連
れ
て
日
本
を
離
れ
る
た
め
に
商
務
総

監
へ
乗
船
許
可
を
申
請
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

第
四
節
　
ス
ペ
ッ
ク
ス
受
信
書
状
綴
帳
に
含
ま
れ
る
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
発
信
書
状

　
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
畿
内
に
お
け
る
商
務
活
動
を
分
析
す
る
た
め
の
中
核
的
史

料
で
あ
る
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
発
信
書
状
は
、
派
遣
先
の
畿
内
か
ら
随
時
、
商
館
長

ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
に
書
状
形
式
で
書
き
送
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容

は
、
畿
内
に
お
け
る
商
品
販
売
状
況
や
荷
物
の
受
取
と
発
送
、
商
品
需
給
状
況
、

相
場
な
ど
の
商
務
に
関
す
る
も
の
が
大
半
を
占
め
、
出
張
先
で
の
商
務
活
動
に

関
す
る
業
務
報
告
書
と
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
発
信
書
状
は
、
商
館
長
ス
ペ
ッ
ク
ス
が
受
信
し
た
書
状

の
写
し
の
綴
帳
一
冊
分
（
以
下
、「
ス
ペ
ッ
ク
ス
受
信
書
状
綴
帳
」）
に
含
ま
れ
、

オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
に
伝
存
し
て
い
る
。

　「
ス
ペ
ッ
ク
ス
受
信
書
状
綴
帳
」
は
、「H

et archief van de N
ederlandse 

Factorij in Japan 

（
日
本
オ
ラ
ン
ダ
商
館
文
書
群
）」
の
中
に
含
ま
れ
る
史
料
で
あ

り
、
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
の
分
類
記
号
と
し
て
「1.0

4.2
1, no. 2

7
6

」
が
付
与

さ
れ
て
い
る
。
表
紙
部
分
に
は
「O

ntfangene brieven zedert den 4en Augs 

1
6
1
4 tot den 2

9 D
ecem

b 1
6
1
6 

（
一
六
一
四
年
八
月
四
日
か
ら
一
六
一
六
年
十
二

月
二
十
九
日
ま
で
の
受
信
書
状
）」
と
手
書
き
で
記
さ
れ
て
い
る
。（
図
１
）

　
表
紙
の
次
の
頁
以
降
に
は
、
書
状
一
三
〇
通
分
が
受
信
順
に
当
時
の
オ
ラ
ン

ダ
語
の
筆
記
体
で
整
然
と
筆
写
さ
れ
て
い
る
。
同
綴
帳
は
複
数
の
書
状
原
本
が

合
綴
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
受
信
さ
れ
た
書
状
が
控
え
と
し
て
同
時
代
に
受

信
順
に
書
き
写
さ
れ
て
い
き
、
最
終
的
に
綴
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、「
受
信
書
状
控
綴
帳
」
と
呼
ぶ
方
が
よ
り
正
確
か
も
し
れ
な
い
。

　
同
綴
帳
に
収
録
さ
れ
て
い
る
最
初
の
書
状
は
、
当
時
の
平
戸
商
館
長
ブ
ラ
ウ

エ
ル
に
よ
っ
て
、
任
期
満
了
に
伴
う
交
代
要
員
と
し
て
新
商
館
長
を
乗
せ
て

近
々
平
戸
に
来
航
す
る
予
定
の
オ
ラ
ン
ダ
船
を
迎
え
入
れ
る
た
め
に
書
か
れ
た

も
の
で
、
一
六
一
四
年
六
月
二
十
一
日
付
で
発
信
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
に
来

航
し
た
船
に
乗
っ
て
後
任
の
商
館
長
と
し
て
赴
任
し
て
き
た
の
が
、
ブ
ラ
ウ
エ

ル
の
前
任
者
と
し
て
平
戸
商
館
長
を
務
め
て
い
た
ス
ペ
ッ
ク
ス
で
あ
っ
た
。
こ

の
書
状
は
平
戸
島
の
南
に
到
着
し
た
ス
ヒ
ッ
プ
船
ア
ウ
ト
・
ゼ
ー
ラ
ン
デ
ィ
ア

号
の
中
で
八
月
四
日
に
受
信
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
綴
帳
の
最
後
の
部
分
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
六
一
六
年
十

二
月
二
十
九
日
付
の
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
発
信
の
書
状
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
同
綴
帳

に
お
け
る
書
状
の
収
録
期
間
は
、
ス
ペ
ッ
ク
ス
が
再
来
日
し
た
時
か
ら
開
始
し
、
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一
六
一
六
年
九
月
に
貿
易
地
制
限
令
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
京
都
、

大
坂
、
堺
に
必
要
に
応
じ
て
派
遣
さ
れ
て
い
た
商
務
員
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
が
平
戸

に
引
き
上
げ
る
一
六
一
六
年
末
頃
ま
で
で
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
同

綴
帳
で
は
、
日
本
国
内
各
地
か
ら
商
館
員
お
よ
び
商
館
関
係
者
が
商
務
報
告
と

し
て
そ
の
都
度
ス
ペ
ッ
ク
ス
に
書
き
送
っ
た
書
状
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い

る
が
、
国
内
各
地
で
の
自
由
な
商
業
活
動
が
禁
止
さ
れ
た
一
六
一
七
年
以
降
に
、

そ
の
よ
う
な
逐
次
の
通
信
が
途
絶
え
た
こ
と
を
区
切
り
と
し
て
一
冊
に
綴
じ
ら

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ス
ペ
ッ
ク
ス
自
身
は
こ
の
後
も
一
六
二
一
年
ま
で
引
き

続
き
平
戸
商
館
長
と
し
て
日
本
に
留
ま
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
期
間
分
の
書
状

が
一
冊
と
し
て
綴
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
平
戸
商
館
時
代
全
期
間
の
う
ち
の

一
つ
の
画
期
を
示
す
象
徴
的
な
史
料
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
な
お
、
受
信
書
状
綴
帳
と
は
い
え
、
同
綴
帳
に
は
、
畿
内
へ
出
張
中
の
ス

ペ
ッ
ク
ス
か
ら
平
戸
に
残
っ
て
い
る
商
館
員
に
宛
て
た
発
信
書
状
の
控
え
が
二

通
含
ま
れ
る
。
こ
の
う
ち
一
六
一
五
年
九
月
十
五
日
付
の
書
状
は
京
都
に
向
か

う
途
中
の
相
ノ
島
沖
の
小
型
船
か
ら
、
ま
た
、
一
六
一
五
年
九
月
二
十
五
日
付

書
状
は
京
都
か
ら
発
信
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
で
保
管
さ
れ
た
同
綴
帳
は
、
一
六
四
一
年
の
オ
ラ
ン
ダ

商
館
の
出
島
へ
の
移
転
に
伴
っ
て
、
そ
の
他
の
文
書
と
と
も
に
、
出
島
オ
ラ
ン

ダ
商
館
に
移
さ
れ
た
後
、
幕
末
ま
で
長
期
間
に
わ
た
っ
て
同
商
館
で
保
管
さ
れ

て
い
た
が
、
一
八
五
二
年
の
バ
タ
フ
ィ
ア
へ
の
移
管
を
経
て
、
一
八
六
三
年
に

オ
ラ
ン
ダ
へ
渡
り
、
現
在
は
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る（

77
）

。

　
同
綴
帳
に
お
け
る
書
状
の
発
信
者
に
は
、
平
戸
か
ら
畿
内
に
派
遣
さ
れ
た
ワ

ウ
テ
ル
セ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
各
商
務
員
の
ほ
か
、
シ
ャ
ム
や
パ
タ
ニ
な
ど
の

ア
ジ
ア
各
地
の
商
館
に
駐
在
し
て
い
る
東
イ
ン
ド
会
社
の
商
館
長
、
商
務
総
監

ク
ー
ン
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
本
部
の
重
役
、
ヨ
ー
ス
テ
ン
や
、
フ
ァ
ン
・
サ
ン

ト
フ
ォ
ー
ル
ト
、
ア
ダ
ム
ス
な
ど
の
日
本
に
在
住
し
て
い
た
リ
ー
フ
デ
号
の
元

乗
組
員
が
含
ま
れ
る
。

　
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
発
信
書
状
は
、
同
綴
帳
に
収
録
さ
れ
て
い
る
全
一
三
〇
通
の

う
ち
四
十
九
通
を
数
え
、
四
割
近
い
割
合
を
占
め
る（

78
）

。
こ
の
う
ち
、
一
六
一
四

年
九
月
七
日
付
大
坂
発
信
の
二
通
を
除
き
、
残
り
の
四
十
七
通
は
す
べ
て
一
六

一
五
年
か
ら
一
六
一
六
年
ま
で
の
畿
内
滞
在
期
間
中
に
発
信
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
期
間
中
の
最
初
の
書
状
は
、
堺
到
着
直
後
に
そ
の
地
か
ら
発
信
さ
れ

た
一
六
一
五
年
一
月
二
十
九
日
付
の
も
の
で
あ
り
、
最
後
の
書
状
は
大
坂
発
信

図１　スペックス受信書状綴帳表紙
表紙には、「Ontfangene brieven zedert den 
4en Augs 1614 tot den 29 Decemb 1616

（1614年８月４日から 1616年 12月 29日ま
での受信書状）」と記されている。

（ハーグ国立文書館所蔵 1．04．21, no. 276）
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一
六
一
六
年
十
二
月
二
十
九
日
付
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
発
信
頻
度
に
つ
い

て
は
、
こ
の
期
間
中
、
ほ
ぼ
毎
月
の
頻
度
で
発
信
さ
れ
て
お
り
、
多
い
時
に
は

ひ
と
月
に
四
通
な
い
し
五
通
が
発
信
さ
れ
て
い
る
月
も
み
ら
れ
る
。
一
六
一
五

年
五
月
二
十
八
日
付
お
よ
び
一
六
一
五
年
六
月
十
一
日
付
の
二
通
は
、
同
僚
の

マ
テ
イ
ス
・
テ
ン
・
ブ
ル
ッ
ケ
と
の
連
署
書
状
で
あ
る
。
発
信
場
所
の
内
訳
は
、

京
都
発
信
二
十
五
通
、
大
坂
発
信
十
九
通
、
堺
発
信
五
通
で
あ
る
。（
表
１
）

　
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
は
、
ス
ペ
ッ
ク
ス
に
宛
て
て
書
状
を
送
る
際
に
、
通
常
は
自

分
の
書
い
た
書
状
の
控
え
を
手
元
に
残
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、

ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
発
信
の
一
六
一
六
年
九
月
八
日
付
の
書
状
の
末
尾
に
追
記
さ
れ

て
い
る
、「
本
状
に
つ
い
て
は
控
え
を
取
っ
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
貴
殿
の

書
状
に
対
す
る
詳
細
な
回
答
を
貴
殿
に
直
ち
に
送
る
予
定
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
」
と
い
う
記
述
か
ら
読
み
取
れ
る（

79
）

。
こ
の
記
述
に
は
、
今
回
、
発
信
書
状
の

控
え
を
取
ら
な
か
っ
た
の
は
、
次
の
書
状
で
詳
細
な
返
事
を
書
き
送
る
予
定
が

あ
る
た
め
の
例
外
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
三
日

後
の
九
月
十
一
日
付
発
信
書
状
に
は
、
予
告
通
り
に
、
詳
細
な
報
告
が
長
文
で

記
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る（

80
）

。

　
な
お
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
発
信
書
状
を
含
む
ス
ペ
ッ
ク
ス
受
信
書
状
綴
帳
の
大

部
分
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
が
、
誰
宛
に
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
書
き
記
さ

れ
た
の
か
が
特
定
可
能
で
あ
り
、
外
面
的
に
も
、
内
面
的
に
も
史
料
批
判
に
十

分
堪
え
る
信
頼
性
の
高
い
史
料
で
あ
る
と
い
え
る（

81
）

。
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
書
状

に
は
、
発
信
日
付
、
発
信
場
所
、
発
信
者
が
記
さ
れ
て
い
る
。
発
信
場
所
に
つ

い
て
は
、「
京
都
に
て
」
の
よ
う
な
簡
潔
な
も
の
の
ほ
か
、
船
上
で
執
筆
・
発

信
さ
れ
た
場
合
に
は
「
呼
子
の
前
の
停
泊
地
で
錨
を
降
ろ
し
て
停
泊
し
て
い
る

バ
ル
ク
船
上
で
執
筆
」
の
よ
う
に
詳
細
な
場
所
が
記
述
さ
れ
て
い
る
例
も
見
受

け
ら
れ
る
。
な
お
、
受
信
者
に
つ
い
て
は
、
宛
名
書
き
と
し
て
必
ず
し
も
ス

ペ
ッ
ク
ス
の
名
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
商
館
の
受
信
書
状
綴
帳
と
い
う
史

料
の
性
格
か
ら
、
基
本
的
に
商
館
長
ス
ペ
ッ
ク
ス
が
受
信
者
で
あ
る
と
の
推
定

が
可
能
で
あ
る
。

　
江
戸
時
代
初
期
の
日
本
側
の
商
業
史
料
の
残
存
点
数
が
少
な
い
な
か
、
こ
の

時
期
に
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
東
イ
ン
ド
会
社
の
商
館
関
係
者
が
書
き
残
し
た

商
業
関
連
記
録
は
、
日
本
側
史
料
の
欠
落
を
補
完
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う

点
で
も
高
い
史
料
的
価
値
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　「
は
じ
め
に
」
で
先
行
研
究
と
し
て
言
及
し
た
行
武
論
文
は
、
ワ
ウ
テ
ル
セ

ン
発
信
書
状
の
一
部
を
用
い
て
、
輸
入
品
販
売
と
日
本
仕
入
品
の
購
入
の
実
態

に
つ
い
て
主
に
品
目
・
数
量
・
価
格
に
注
目
し
た
分
析
を
行
っ
て
い
る（

82
）

が
、
本

稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
書
状
を
さ
ら
に
網
羅
的
に
検
討
し
、
よ
り
具
体
的
な
取
引

実
態
の
解
明
を
試
み
る
。

第
二
章
　
商
務
員
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
畿
内
に
お
け
る
商
務
活
動

第
一
節
　
宿
主
制
度
を
利
用
し
た
大
羅
紗
の
販
売

　
大
羅
紗
は
初
期
の
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
主
な
販
売
商
品
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

18



本
節
で
は
、
大
羅
紗
の
需
要
と
販
売
の
状
況
や
販
売
相
手
な
ど
に
つ
い
て
の
記

述
を
史
料
か
ら
拾
い
上
げ
、
大
羅
紗
を
め
ぐ
る
商
務
活
動
の
実
態
を
み
て
い
く
。

　
大
羅
紗
は
高
価
な
厚
地
の
紡
毛
織
物
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
衣
服
、
家
具
や

壁
の
覆
い
な
ど
の
用
途
で
用
い
ら
れ
た
が
、
日
本
で
は
陣
羽
織
・
火
事
羽
織
、

合
羽
な
ど
防
雨
・
防
寒
用
と
し
て
の
需
要
が
あ
っ
た（

83
）

。
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
一
六

一
五
年
二
月
九
日
付
の
覚
書
に
よ
る
と
、
当
時
、
畿
内
で
は
大
羅
紗
一
間
当
た

り
一
三
〇
匁（

84
）

か
ら
二
三
〇
匁
の
間
の
額
で
販
売
さ
れ
て
い
た（

85
）

。
販
売
単
位
は

様
々
で
、
裁
断
前
の
十
五
間（

86
）

ほ
ど
の
長
さ
の
大
羅
紗
を
半
分
に
切
っ
て
販
売
す

る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
一
間
単
位
で
の
切
り
売
り
も
さ
れ
て
い
た（

87
）

。

　
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
開
設
後
ま
も
な
い
時
期
に
、
ス
ペ
ッ
ク
ス
は
オ
ラ
ン
ダ

本
部
宛
の
書
状
で
、
オ
ラ
ン
ダ
産
品
物
の
う
ち
日
本
で
需
要
の
あ
る
商
品
の
一

つ
と
し
て
大
羅
紗
を
挙
げ
、「
様
々
な
色
の
大
羅
紗
の
ま
と
ま
っ
た
量
」
を
送

る
よ
う
に
本
国
に
要
求
し
て
い
た（

88
）

。
初
期
に
は
ア
ダ
ム
ス
に
大
羅
紗
の
販
売
を

委
託
し
て
い
た
が
、
販
売
単
位
の
大
き
さ
と
価
格
の
高
さ
の
問
題
か
ら
販
売
が

進
ま
な
か
っ
た
。

　
前
述
の
通
り
、
商
館
長
ブ
ラ
ウ
エ
ル
在
任
期
間
中
の
一
六
一
二
年
か
ら
一
六

一
四
年
ま
で
の
間
に
も
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
は
畿
内
に
派
遣
さ
れ
、
現
地
に
お
け
る

商
品
販
売
活
動
に
従
事
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
ブ
ラ
ウ
エ
ル
宛
の
書
状
が

伝
存
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
期
間
の
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
商
務
活
動
に
つ
い
て

の
情
報
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
発
信
書
状
に
お
け
る
大
羅
紗
販
売
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
一

六
一
四
年
九
月
七
日
付
の
書
状
に
み
ら
れ
る
も
の
が
初
出
で
あ
る
。
同
書
状
で
、

ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
は
、
こ
の
時
期
、
大
坂
お
よ
び
江
戸
で
の
大
羅
紗
の
販
売
は

「
非
常
に
悪
い
状
態
で
あ
り
、
辛
抱
す
る
し
か
な
い
」
と
ス
ペ
ッ
ク
ス
に
報
告

し
て
い
る（

89
）

。

　
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
は
、
一
六
一
五
年
一
月
二
十
九
日
付
の
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
書
状

で
、
畿
内
で
の
商
務
状
況
と
し
て
、
宿
主
の
と
こ
ろ
に
預
け
置
い
て
い
た
大
羅

紗
が
大
坂
冬
の
陣
で
焼
失
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
京

都
で
大
羅
紗
十
六
反
が
商
人
向
け
に
売
却
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
ま

た
、
売
却
代
金
に
つ
い
て
は
、「
京
都
に
取
り
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
が
、

「
大
御
所
が
ま
だ
そ
の
周
辺
に
四
万
人
を
駐
屯
さ
せ
て
い
る
」
た
め
、
現
在
平

戸
に
送
付
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
と
報
告
し
て
い
る（

90
）

。
こ
の
報
告
か
ら
は
、

当
時
、
畿
内
で
は
、
大
坂
の
陣
の
影
響
で
、
商
業
に
お
け
る
代
金
回
収
が
困
難

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
、
同
書
状
で
、
ワ
ウ
テ
ル
セ

ン
は
、
大
坂
冬
の
陣
が
終
わ
っ
た
後
の
商
品
販
売
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
次
の

通
り
に
書
き
送
っ
て
い
る
。

　【
史
料
三（

91
）

】

当
地
で
の
販
売
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
貴
殿
に
確
か
な
こ
と
を
書
く
こ
と

が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
戦
争
が
終
わ
っ
た
今
、
し
ば
ら
く
の
間

は
特
別
な
こ
と
は
何
も
起
こ
ら
ず
、
現
在
日
本
の
お
正
月
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
し
て
、
今
後
再
び
改
善
す
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
が
な
い
こ
と
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は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
私
が
間
違
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
し
て
貴

殿
が
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
陶
器
一
揃
い
、
丁
子
、
胡
椒
、
大
羅
紗
の
積
荷
一

揃
い
が
上
に
送
付
さ
れ
る
こ
と
が
得
策
で
あ
る
と
思
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
は
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
と
の
認
識
の
も
と
に
、

日
本
の
正
月
期
間
中
は
商
売
活
動
が
休
止
し
て
い
る
が
、
今
後
は
販
売
状
況
が

改
善
に
向
か
う
は
ず
な
の
で
、
販
売
商
品
と
し
て
陶
器
や
丁
子
、
胡
椒
そ
し
て

大
羅
紗
を
畿
内
へ
送
付
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

　
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
は
、
一
カ
月
後
の
一
六
一
五
年
二
月
二
十
八
日
付
の
ス
ペ
ッ

ク
ス
宛
の
書
状
で
、
十
二
日
間
の
京
都
滞
在
中
に
、
同
月
十
五
日
に
売
却
し
た

商
品
と
し
て
、
次
の
も
の
を
列
記
し
て
い
る
。

　【
史
料
四（

92
）

】

二
六
七
番  

褐
色
の
大
羅
紗
一
反
、
長
さ  

五
と
二
分
の
一（

93
）

間  
一
間
当
た

り
一
二
五
匁

三
〇
〇
番  

淡
い
深
紅
紫
色
の
大
羅
紗
の
半
分
の
長
さ
の
も
の
一
反
、
長

さ  

六
と
三
分
の
一
間  

一
間
当
た
り
一
三
〇
匁

橙
色
の
ス
タ
メ
ッ
ト
織
物（

94
）

一
反
、
長
さ  

十
と
六
分
の
五
間  

一
間
当
た

り
一
一
八
匁

　
こ
の
売
却
商
品
リ
ス
ト
で
は
、
商
品
の
色
と
種
類
、
販
売
し
た
長
さ
お
よ
び

一
間
当
た
り
の
販
売
価
格
が
記
さ
れ
、
最
初
の
二
つ
に
つ
い
て
は
商
品
番
号
も

付
さ
れ
て
い
る
。
最
初
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
褐
色
の
大
羅
紗
」
の
一
間
当
た

り
の
価
格
一
二
五
匁
を
現
在
の
貨
幣
価
値
に
換
算
す
る
と
約
二
十
五
万
円
に
相

当
す
る（

95
）

の
で
、
高
価
な
毛
織
物
と
し
て
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る（

96
）

。
ま
た
、

こ
の
リ
ス
ト
の
直
後
に
「
赤
色
、
黒
色
、
橙
色
の
大
羅
紗
に
は
需
要
が
大
き

か
っ
た
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
、
京
都
で
は
赤
色
や
黒

色
、
橙
色
と
い
っ
た
鮮
明
な
色
合
い
の
大
羅
紗
に
需
要
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。

　
約
二
カ
月
後
の
五
月
一
日
付
で
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
が
大
坂
か
ら
発
信
し
た
書
状

で
は
、「
当
地
で
大
羅
紗
三
十
な
い
し
四
十
反
が
手
元
に
あ
っ
た
ら
良
か
っ
た

の
に
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
は
戦
時
中
に
最
も
需
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
」

と
記
さ
れ
て
い
る（

97
）

。
こ
の
記
述
か
ら
は
、
大
羅
紗
が
当
時
、
軍
需
品
の
一
つ
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
の
毛
織
物
を
最
初
に
日
本
へ
伝
え
た
の
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で

あ
っ
た
が
、
次
に
ス
ペ
イ
ン
人
、
十
七
世
紀
に
入
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
人
と
イ
ギ

リ
ス
人
が
加
わ
っ
た（

98
）

。
オ
ラ
ン
ダ
の
都
市
ラ
イ
デ
ン
で
は
、
十
六
世
紀
末
頃
か

ら
南
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト（

99
）

か
ら
の
毛
織
物
生
産
者
が
移
住
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

毛
織
物
工
業
が
発
展
し
た
。
そ
の
勃
興
期
の
中
心
的
な
製
品
は
サ
ー
イ
や
バ
ー

イ
な
ど
の
薄
手
の
新
毛
織
物
で
あ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
製
品
と
の
競
合
を
避
け

る
た
め
に
、
次
第
に
生
産
の
中
心
は
、
高
価
な
上
質
紡
毛
織
物
で
あ
る
大
羅
紗

（
ラ
ー
ケ
ン
）
に
移
っ
て
い
っ
た（

100
）

。
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前
述
の
通
り
、
大
羅
紗
は
ほ
か
の
織
物
に
比
べ
て
防
寒
・
防
水
性
が
高
く
、

日
本
で
は
戦
場
で
陣
羽
織
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
、
緋
色
を
は
じ
め
と
し

て
鮮
や
か
な
色
彩
の
羅
紗
は
、「
初
期
に
は
武
士
階
級
に
と
っ
て
の
派
手
や
か

な
威
厳
と
権
威
の
象
徴
」
と
な
っ
て
い
た
と
い
う（

101
）

。
平
戸
商
館
か
ら
家
康
や
幕

府
高
官
へ
送
ら
れ
る
献
上
品
の
リ
ス
ト
に
も
大
羅
紗
が
高
い
頻
度
で
み
ら
れ
る
。

平
戸
商
館
と
し
て
は
、
こ
の
時
期
、
日
本
で
需
要
の
高
い
生
糸
・
絹
織
物
・
陶

器
な
ど
の
中
国
産
品
物
の
入
手
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
本
国
オ
ラ
ン
ダ
産
製

品
の
市
場
開
拓
先
と
し
て
需
要
の
見
込
ま
れ
る
日
本
に
大
羅
紗
を
持
ち
込
み
、

そ
の
販
売
に
期
待
を
か
け
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
畿
内
に
お
け
る
大
羅
紗
の
販
売
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
期
待
通
り
に

は
進
ま
な
か
っ
た
。
大
坂
冬
の
陣
の
後
、
徳
川
方
と
豊
臣
方
の
間
に
和
議
が
成

立
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
も
豊
臣
方
に
埋
め
立
て
た
堀
の
掘
り
返
し
な
ど
の
不

穏
な
動
き
が
み
ら
れ
た
た
め
、
徳
川
方
は
豊
臣
方
の
再
度
の
挙
兵
を
警
戒
し
て

い
た（

102
）

。
家
康
と
秀
頼
と
の
間
に
再
び
戦
争
が
起
こ
る
と
い
う
情
報
を
耳
に
し
た

ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
は
、
同
五
月
一
日
付
書
状
で
、「
再
び
何
ら
か
の
問
題
が
起
こ

る
な
ら
ば
、
私
の
手
元
に
あ
る
物
と
堺
に
置
い
て
あ
る
物
を
す
べ
て
携
え
て
、

近
い
う
ち
に
京
都
に
赴
く
つ
も
り
で
あ
る
」
と
記
し
、
会
社
の
荷
物
を
安
全
な

場
所
に
避
難
さ
せ
る
心
積
も
り
を
し
て
い
た（

103
）

。
こ
の
直
後
に
平
戸
か
ら
商
務
員

テ
ン
・
ブ
ル
ッ
ケ
が
畿
内
に
派
遣
さ
れ
て
き
た
が
、
大
坂
で
の
戦
乱
状
況
を
受

け
て
、
地
元
の
商
人
シ
チ
ロ
ウ
エ
モ
ン（

104
）

お
よ
び
ス
ケ
サ
エ
モ
ン（

105
）

の
意
見
を
聞
い

た
上
で
、
テ
ン
・
ブ
ル
ッ
ケ
が
室
津（

106
）

に
待
機
さ
せ
て
い
た
大
羅
紗
お
よ
び
反
物

を
す
べ
て
尼
崎
経
由
で
京
都
に
避
難
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る（

107
）

。

　
一
六
一
五
年
五
月
十
五
日
に
京
都
に
入
っ
た
家
康
が
、
十
九
日
に
は
秀
忠
と

二
条
城
で
密
議
を
行
い
、
二
十
二
日
に
は
関
東
の
諸
軍
が
京
都
に
到
着
す
る
と

い
う
状
況
の
な
か
で（

108
）

、
京
都
に
滞
在
し
て
い
る
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
と
テ
ン
・
ブ

ル
ッ
ケ
は
、
五
月
二
十
八
日
付
の
連
名
で
出
し
た
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
の
書
状
で
、

次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

　【
史
料
五（

109
）

】

現
在
、
当
地
〔
京
都
〕
に
関
東
の
ほ
と
ん
ど
の
領
主（

110
）

が
集
ま
っ
て
い
る
の
に
、

今
こ
れ
以
上
売
れ
な
い
こ
と
が
不
思
議
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
今
月
二

十
日
に
当
地
に
到
着
し
た
大
御
所
お
よ
び
王
で
あ
る
そ
の
息
子
〔
秀
忠
〕

が
二
十
五
万
人
以
上
の
兵
士
を
連
れ
て
来
て
い
る
と
皆
が
言
っ
て
い
る
。

　
当
時
、
京
都
に
移
し
た
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
販
売
商
品
が
相
当
量
あ
り
、

京
都
に
多
く
の
武
将
が
集
ま
っ
て
い
る
機
会
に
、
そ
れ
ら
の
商
品
へ
の
需
要
が

あ
る
と
見
込
ん
で
い
た
が
、
期
待
し
た
よ
う
な
買
い
手
が
現
れ
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
大
坂
の
陣
が
終
わ
り
、
大
坂
を
引
き
上
げ
た
家
康
た
ち
が
京
都
に
滞

在
し
て
い
る
間
の
販
売
状
況
に
つ
い
て
も
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
は
六
月
二
十
九
日

付
の
書
状
で
、「
現
行
の
取
引
の
成
り
行
き
は
非
常
に
弱
い
」
と
報
告
し
て
い

る
が
、
そ
の
一
方
で
、「
今
後
、
大
御
所
と
彼
の
息
子
が
出
発
す
れ
ば
、
す
べ

て
に
お
い
て
き
っ
と
需
要
が
出
る
と
確
信
し
て
い
る
」
と
の
予
想
も
書
き
記
し
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て
い
る（

111
）

。

　
大
羅
紗
や
そ
の
ほ
か
の
商
品
に
需
要
が
な
い
理
由
と
し
て
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン

は
京
都
か
ら
発
信
し
た
一
六
一
五
年
八
月
十
五
日
付
の
書
状
で
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。

　【
史
料
六（

112
）

】

当
地
に
は
現
在
、
領
主
が
こ
ん
な
に
大
勢
い
る
の
に
、
大
羅
紗
や
ほ
か
の

商
品
の
需
要
が
こ
ん
な
に
も
少
な
い
の
は
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。
と
は
い

え
、
領
主
た
ち
は
お
互
い
を
も
て
な
す
の
に
お
金
を
た
っ
ぷ
り
と
使
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
現
在
商
売
が
少
な
い
こ
と
に
皆
が
文

句
を
言
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
辛
抱
を
も
っ
て
別
の
時
を
待
つ
べ
き
で
あ

る
。

　
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
は
、
こ
れ
よ
り
十
日
前
の
八
月
五
日
付
の
書
状
で
も
、「
商

人
た
ち
が
現
在
大
羅
紗
を
買
わ
な
い
理
由
は
、
領
主
た
ち
が
お
互
い
を
も
て
な

す
必
要
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
そ
の
お
金
を
た
っ
ぷ
り
と
使
っ
て
い
る
よ
う
だ
か

ら
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た（

113
）

。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
は
、
大
坂
夏
の
陣
が
終

わ
っ
た
後
も
畿
内
に
滞
在
し
て
い
る
多
く
の
武
将
た
ち
が
互
い
に
も
て
な
し
合

う
こ
と
に
お
金
を
回
し
て
い
る
た
め
、
彼
ら
の
購
買
力
が
大
羅
紗
を
は
じ
め
と

す
る
商
品
に
向
か
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
九
月
二
日
付
の
書
状
で
も
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
は
「
商
人
た
ち
に
胡
椒
、

黄
色
と
青
色
の
大
羅
紗
を
入
手
し
た
と
知
ら
せ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
買

い
手
は
ま
だ
い
な
い
」
と
報
告
し
、「
大
羅
紗
に
は
現
在
ま
っ
た
く
需
要
が
な

い
」
理
由
に
つ
い
て
、「
領
主
た
ち
が
そ
れ
に
ま
っ
た
く
関
心
を
示
さ
ず
、
商

人
た
ち
は
ま
だ
十
分
在
庫
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
、

ス
ペ
イ
ン
人
も
浦
賀
に
大
羅
紗
を
運
ん
で
き
た
た
め
、
大
羅
紗
の
価
格
が
下
が

る
だ
ろ
う
と
の
悲
観
的
な
予
測
を
記
し
て
い
る（

114
）

。

　
そ
の
後
、
一
六
一
六
年
二
月
五
日
付
の
書
状
で
も
「
大
羅
紗
が
と
て
も
安
い

値
段
に
な
っ
て
い
る
」
と
の
記
述
が
あ
る（

115
）

ほ
か
、
同
年
二
月
十
七
日
付
の
書
状

で
は
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
と
こ
ろ
に
あ
る
商
品
、
主
と
し
て
大
羅
紗
の
売
却
を

進
め
る
よ
う
に
ス
ペ
ッ
ク
ス
か
ら
指
示
を
受
け
て
い
る
が
、「
現
在
、
購
入
す

る
ど
こ
ろ
か
何
か
を
見
に
来
る
商
人
す
ら
得
て
い
な
い
」
と
報
告
し
て
い
る（

116
）

。

　
以
上
に
み
た
よ
う
に
、
当
初
の
オ
ラ
ン
ダ
人
の
見
込
み
で
は
日
本
で
需
要
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
大
羅
紗
は
、
販
売
品
お
よ
び
献
上
品
と
し
て
の
一
定

の
需
要
が
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
こ
の
時
期
の
冬
夏
二
度
に
わ
た
る
大
坂
の
陣

の
戦
乱
も
影
響
し
て
、
平
戸
商
館
が
期
待
し
て
い
た
よ
う
な
販
売
結
果
に
は
な

ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
大
羅
紗
は
高
価
な
商
品
で
も
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
売
れ

行
き
は
、
家
康
や
諸
大
名
な
ど
富
裕
層
の
購
買
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
た
。

　
で
は
、
大
羅
紗
を
は
じ
め
と
す
る
舶
載
商
品
は
ど
の
よ
う
に
販
売
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
、
商
品
の
販
売
形
態
に
つ
い
て
、
日
本
人
商
人
、

特
に
宿
主
と
の
関
係
に
注
目
し
て
、
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

22



第
二
節
　
京
都
の
宿
主
と
の
協
力
関
係

　
平
戸
商
館
が
日
本
に
お
い
て
舶
載
商
品
を
販
売
す
る
に
あ
た
っ
て
、
地
元
の

宿
主
と
の
協
力
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
本
節
で
は
、
ワ
ウ

テ
ル
セ
ン
発
信
書
状
に
み
ら
れ
る
畿
内
で
の
商
務
活
動
に
お
い
て
、
京
都
の
宿

主
の
果
た
し
た
役
割
に
注
目
し
て
、
畿
内
駐
在
の
オ
ラ
ン
ダ
人
商
務
員
と
宿
主

と
の
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
記
述
を
史
料
か
ら
拾
い
上
げ
、
両
者
の
関
係
と
宿

主
の
役
割
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
探
っ
て
い
く
。

　
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
は
、
畿
内
駐
在
中
、
当
初
は
堺
、
大
坂
、
京
都
の
各
地
に
そ

の
時
々
の
用
務
に
応
じ
て
滞
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
大
坂
冬
の
陣
で
堺

と
大
坂
が
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
た
状
況
を
受
け
て
、
一
六
一
五
年
五
月
に
、
焼

き
討
ち
の
心
配
が
な
い
と
さ
れ
た
京
都
に
荷
物
を
移
し
、
戦
乱
が
治
ま
る
ま
で

主
な
活
動
拠
点
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
大
坂
の
夏
の
陣
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
時
期
に
、
豊
臣
方
と
の
戦
い
の
た

め
に
家
康
や
秀
忠
を
は
じ
め
、
多
く
の
幕
府
側
の
大
名
と
そ
の
軍
勢
が
京
都
と

伏
見
に
集
ま
っ
て
き
て
い
る
状
況
の
な
か
で
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
と
テ
ン
・
ブ

ル
ッ
ケ
は
し
ば
ら
く
京
都
に
滞
在
し
て
い
る
。
こ
の
期
間
中
に
一
六
一
五
年
五

月
二
十
八
日
付
で
両
者
の
連
名
で
発
信
さ
れ
た
書
状
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
と
地

元
の
宿
主
と
の
関
係
を
伝
え
る
興
味
深
い
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下

で
詳
し
く
取
り
上
げ
る
。

　
ま
ず
、
同
書
状
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
京
都
に
お
け
る
宿
主
が
「
ヨ
ヒ
ョ
ウ

エ
殿（

117
）

」
と
い
う
名
で
「
二
条
室
町
薬
師
ノ
町（

118
）

」
に
居
住
し
て
い
る
と
明
記
さ
れ

て
い
る
。（
図
２
）

　
ま
た
、
同
書
状
に
は
、
宿
主
に
預
け
ら
れ
て
い
た
平
戸
商
館
の
商
品
が
ど
の

よ
う
に
売
買
さ
れ
て
い
た
か
を
伝
え
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　【
史
料
七（

119
）

】

我
々
の
宿
主
ヨ
ヒ
ョ
ウ
エ
殿
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
、
今
我
々
が
滞
在
し
て

い
る
京
都
の
家
に
お
い
て
ク
ロ
ベ
エ
殿
の
息
子（

120
）

に
よ
っ
て
売
却
さ
れ
た
大

羅
紗
お
よ
び
ス
タ
メ
ッ
ト
織
合
わ
せ
て
十
九
反
は
、
帳
簿
に
付
け
ら
れ
た

価
格
よ
り
も
約
三
千
匁
高
く
売
却
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
記
述
か
ら
は
、
ク
ロ
ベ
エ
と
い
う
商
人
の
息
子
が
京
都
の
宿
主
の
家
で

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
商
品
の
販
売
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
つ
ま
り
、
荷

主
の
預
け
た
商
品
が
委
託
販
売
の
形
で
宿
主
の
家
を
商
い
の
場
と
し
て
宿
主
以

外
の
商
人
同
士
の
間
で
売
買
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
同
書
状

に
お
い
て
、
こ
の
記
述
の
直
後
に
、「
我
々
の
宿
主
は
そ
れ
が
何
月
何
日
に
誰

に
い
く
ら
で
販
売
さ
れ
た
か
を
記
録
し
、
そ
れ
を
我
々
に
見
せ
て
く
れ
た
」
と

い
う
記
述
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
は
、
宿
主
の
家
で
取
引
さ
れ
た
商
品

に
つ
い
て
、
取
引
日
、
取
引
相
手
、
取
引
価
格
を
記
録
し
、
荷
主
に
報
告
す
る

と
い
う
代
理
人
的
役
割
を
宿
主
が
担
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
畿
内
で
商
品

の
販
売
管
理
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
担
当
業
務
の
一
つ

が
、
宿
主
か
ら
売
却
商
品
の
種
類
・
数
量
・
価
格
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
そ
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れ
を
平
戸
に
い
る
商
館
長
に
書
状
で
伝
え
る
と
い
う
、
現
地
の
宿
主
と
連
携
し

た
商
品
管
理
業
務
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
同
書
状
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
商
務
員
と
宿
主
や
地
元
商
人
と
の
関
係

を
示
す
記
述
も
み
ら
れ
る
。

　【
史
料
八（

121
）

】

シ
チ
ロ
エ
モ
ン
殿
お
よ
び
我
々
の
宿
主
で
あ
る
ヨ
ヒ
ョ
ウ
エ
殿
か
ら
の
助

言
を
聞
い
た
上
で
、
マ
テ
イ
ス
・
テ
ン
・
ブ
ル
ッ
ケ
お
よ
び
前
述
の
シ
チ

ロ
エ
モ
ン
が
当
地
に
後
七
〜
八
日
残
る
こ
と
を
相
互
に
決
定
し
た
。

　
こ
の
記
述
か
ら
は
、
大
坂
夏
の
陣
の
余
波
を
受
け
た
商
業
面
に
お
け
る
混
乱

状
況
の
な
か
で
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
商
務
活
動
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
べ

き
か
に
つ
い
て
、
地
元
の
宿
主
お
よ
び
商
人
と
相
談
の
上
で
決
定
し
て
い
る
こ

と
、
日
本
の
商
人
が
、
オ
ラ
ン
ダ
人
と
行
動
を
共
に
す
る
な
ど
、
平
戸
オ
ラ
ン

ダ
商
館
の
商
務
活
動
に
積
極
的
に
関
与
・
協
力
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　
そ
の
後
、
一
六
一
五
年
十
一
月
二
十
五
日
付
の
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
書
状
に
よ

る
と
、
京
都
の
宿
主
ヨ
ヒ
ョ
ウ
エ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
と
の
取
引
に
積
極
的
に
取

り
組
も
う
と
考
え
た
の
か
、
居
住
し
て
い
た
家
を
購
入
し
た
の
を
機
に
、
一
六

一
五
年
末
に
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
か
ら
送
付
さ
れ
る
荷
物
を
保
管
す
る
た
め

に
防
火
構
造
の
蔵
を
家
の
裏
に
建
て
る
こ
と
に
し
た（

122
）

。
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
か
ら
蔵

の
建
造
計
画
に
つ
い
て
知
ら
さ
れ
た
ス
ペ
ッ
ク
ス
は
、
で
き
る
だ
け
頑
丈
な
蔵

図２　エルベルト・ワウテルセンおよびマテイス・テン・ブルッケ発信ジャック・スペックス宛
1615年５月 28日付書状の抜粋（下線は筆者による）
下から６行目の下線部分に「Joffioije donno （ヨヒョウエ殿）」、下から５行目の下線部分に「Nisio 
Mouromatsi Jacussinochio（二条室町薬師ノ町）」と記されている。

（ハーグ国立文書館所蔵 1．04．21, no. 276, fo. 18v）
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を
す
ぐ
に
建
て
る
よ
う
勧
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
返
答
を
し
て
い
る（

123
）

。
蔵
の
大

き
さ
に
つ
い
て
、
当
初
、
宿
主
が
伝
え
た
寸
法
は
長
さ
四
間
、
幅
二
と
二
分
の

一
間（

124
）

で
あ
っ
た
が
、
京
都
の
宿
主
は
ス
ペ
ッ
ク
ス
か
ら
大
き
さ
に
つ
い
て
の
指

示
を
受
け
る
ま
で
建
設
を
控
え
る
と
い
う
態
度
を
示
し
て
い
る（

125
）

。
そ
の
後
、
蔵

の
建
築
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
は
ス
ペ
ッ
ク
ス
の
指
示
に

従
っ
て
五
百
な
い
し
六
百
匁（

126
）

を
貸
す
予
定
を
し
て
い
た（

127
）

。

　
こ
の
よ
う
に
、
京
都
の
宿
主
は
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
商
品
保
管
庫
と
し
て

蔵
を
新
築
す
る
こ
と
に
決
め
、
商
館
側
も
こ
の
計
画
に
賛
同
し
、
蔵
の
寸
法
に

つ
い
て
相
談
の
上
で
進
め
る
と
と
も
に
、
建
築
資
金
を
貸
す
予
定
を
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
交
渉
は
す
べ
て
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
が
間
に
入
る
形
で
行
わ
れ
て
お
り
、

こ
の
時
期
に
京
都
の
宿
主
と
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
と
の
間
に
親
密
で
強
固
な
信
頼
・

連
帯
関
係
が
培
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
一
六
一
六
年
二
月
十
七
日

付
の
書
状
で
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
は
京
都
の
宿
主
ヨ
ヒ
ョ
ウ
エ
に
つ
い
て
、「
貴

殿
〔
ス
ペ
ッ
ク
ス
〕
が
我
々
の
宿
主
を
親
切
な
人
物
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
私
も
彼
に
は
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
を
見
い
だ
せ
な
い
」
と
の
評
価
を

述
べ
て
い
る（

128
）

。

　
そ
の
半
年
後
、
一
六
一
六
年
九
月
に
貿
易
地
制
限
令
が
出
さ
れ
た
際
に
、
外

国
人
と
の
取
引
を
差
し
控
え
る
商
人
た
ち
に
対
し
て
、
京
都
の
宿
主
ヨ
ヒ
ョ
ウ

エ
は
、
商
館
の
商
品
を
自
分
の
名
前
で
引
き
渡
す
こ
と
を
提
案
し
、
商
館
の
た

め
に
便
宜
を
図
っ
て
い
る
。
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
は
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
一
六
一
六
年
十

月
十
一
日
付
書
状
で
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

　【
史
料
九（

129
）

】

彼
ら
は
我
々
の
間
に
あ
る
値
段
の
齟
齬
よ
り
も
将
軍
の
禁
令
の
方
を
問
題

視
し
て
い
た
の
で
、
我
々
の
宿
主
ヨ
ヒ
ョ
ウ
エ
殿
は
自
分
の
名
前
で
そ
れ

を
渡
し
て
も
良
い
と
言
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
も
し
も
何
ら
か
の
面
倒
が

生
じ
た
ら
、
ま
だ
下
に（

130
）

い
る
彼
の
息
子
が
そ
れ
を
購
入
し
、
当
地
に
送
っ

た
の
だ
と
彼
は
言
う
つ
も
り
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
京
都
の
宿
主
は
、
貿
易
地
制
限
令
発
令
後
も
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン

が
畿
内
に
お
け
る
商
館
の
在
庫
商
品
を
販
売
で
き
る
よ
う
に
、
以
前
か
ら
平
戸

に
商
品
買
い
付
け
に
行
く
こ
と
も
あ
っ
た
自
分
の
息
子
が
現
地
で
購
入
し
た
商

品
で
あ
る
と
言
い
繕
う
提
案
ま
で
も
し
て
い
た
。

　
そ
れ
ば
か
り
か
、
貿
易
地
制
限
令
が
出
さ
れ
た
後
も
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
を
長
く

京
都
で
止
宿
さ
せ
た
こ
と
で
、
そ
の
後
、
投
獄
さ
れ
て
い
る（

131
）

。
こ
れ
ら
の
こ
と

も
京
都
の
宿
主
と
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
と
の
間
の
強
い
紐
帯
を
示
し
て
い
る
。

　
大
坂
に
も
当
初
「
ア
マ
ノ
ヤ
・
ク
ロ
ベ
エ（

132
）

」
と
い
う
宿
主
が
い
た
が
、
大
坂

の
陣
の
際
に
平
戸
商
館
が
預
け
て
い
た
商
品
の
代
金
支
払
い
を
め
ぐ
っ
て
訴
訟

事
件
に
ま
で
発
展
し
、
そ
の
後
は
「
コ
ミ
ヤ
・
ク
ロ
ベ
エ（

133
）

」
と
い
う
別
の
宿
主

に
替
え
て
い
る
。
一
六
一
六
年
二
月
十
七
日
付
の
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
発
信
書
状
に

よ
る
と
、
こ
の
新
た
な
宿
主
は
、
ヨ
ヒ
ョ
ウ
エ
の
親
戚
で
、「
大
坂
の
川
沿
い

の
淡
路
と
呼
ば
れ
る
通
り
に
住
ん
で
い
」
て
、「
大
坂
の
統
治
者
で
あ
る
松
平

下
総
殿
〔
忠
明
〕
に
と
て
も
気
に
入
ら
れ
て
い
る
」
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う（

134
）

。
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さ
ら
に
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
は
、
同
年
五
月
十
二
日
付
書
状
で
、「
彼
が
裕
福
な

人
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
事
し
て
も
ら
う
べ
き
宿
主
と
し
て
は
大
坂
中

で
こ
れ
以
上
良
い
者
は
見
つ
か
ら
な
い
」
と
の
意
見
を
ス
ペ
ッ
ク
ス
に
伝
え
て

い
る（

135
）

。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
節
で
取
り
上
げ
た
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
と
宿
主
と
の

関
係
を
示
す
事
例
か
ら
は
、
両
者
の
間
に
緊
密
な
協
力
・
連
帯
関
係
が
築
か
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
初
期
の
時
代
に
お
い
て
は
、

家
康
が
オ
ラ
ン
ダ
人
に
対
し
て
商
売
の
自
由
を
認
め
て
い
た
た
め
、
通
行
・
商

品
運
搬
な
ど
の
面
に
お
い
て
オ
ラ
ン
ダ
人
が
あ
る
程
度
の
自
由
裁
量
を
享
受
し

て
い
た
一
方
で
、
地
元
の
宿
主
や
商
人
の
持
つ
既
存
の
流
通
経
路
や
商
売
に
関

す
る
情
報
に
依
存
し
、
彼
ら
の
協
力
の
も
と
で
商
務
活
動
を
進
め
る
と
い
う
部

分
も
大
き
か
っ
た
と
言
え
る
。

　
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
発
信
書
状
か
ら
は
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
か
ら
商
館
員
が
商

用
で
畿
内
各
地
に
派
遣
さ
れ
る
際
に
は
、
各
地
に
お
け
る
特
定
の
「
宿
主
」
の

家
に
滞
在
し
、
そ
こ
を
拠
点
と
し
て
様
々
な
商
務
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
そ
の
書
状
に
み
ら
れ
る
「
宿
主
」
は
、
商
館
員
の
派
遣
先
で
の
滞
在

場
所
と
商
品
の
保
管
場
所
を
提
供
す
る
役
割
の
ほ
か
に
、
商
務
に
お
け
る
助
言

者
と
し
て
特
別
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
商
人
を
指
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

単
に
取
引
が
あ
る
だ
け
の
地
元
の
一
般
商
人
に
こ
の
用
語
が
用
い
ら
れ
る
こ
と

は
な
い
の
で
、
宿
主
と
一
般
商
人
は
明
確
に
区
別
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
「
宿
主
」
の
役
割
か
ら
考
え
て
、
こ
こ
で
い
う
「
宿
」

や
「
宿
主
」
の
家
は
、
専
業
の
宿
屋
や
旅
籠
屋
と
は
性
格
の
異
な
る
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
対
し
て
宿
主
が
果
た
し
て
い

た
具
体
的
な
役
割
と
し
て
、
前
述
の
役
割
の
ほ
か
に
、
商
品
や
書
状
の
運
搬
・

移
送
の
補
助
、
商
館
の
商
品
の
代
理
販
売
、
他
の
商
人
た
ち
に
よ
る
商
館
の
商

品
の
取
引
管
理
・
支
援
な
ど
が
あ
っ
た
。
な
お
、
イ
ギ
リ
ス
商
館
も
日
本
各
地

に
特
定
の
宿
主
と
の
関
係
を
持
ち
、
そ
こ
を
拠
点
に
商
務
活
動
を
行
っ
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
鎖
国
政
策
下
で
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
に
よ
る
参
府
の
際
に
、
京
都

の
海
老
屋
な
ど
の
「
阿
蘭
陀
宿
」
が
オ
ラ
ン
ダ
人
の
定
宿
と
し
て
の
役
割
を
引

き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
が
、
阿
蘭
陀
宿
は
外
国
使
節
の
宿
泊
所
と
し
て
の
性
格

が
強
か
っ
た
。
阿
蘭
陀
宿
で
は
、
到
着
か
ら
出
発
ま
で
担
当
役
人
の
監
視
・
管

理
の
も
と
で
既
定
の
業
務
と
職
務
が
行
わ
れ
た（

136
）

。
商
品
の
販
売
に
つ
い
て
は
、

阿
蘭
陀
宿
で
斡
旋
は
す
る
も
の
の
、
代
理
販
売
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

　
な
お
、
日
本
側
史
料
に
み
ら
れ
る
「
宿
主
」
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
は
、
近

世
に
お
い
て
商
人
を
止
宿
さ
せ
る
様
々
な
形
態
の
商
人
宿
が
形
成
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
商
人
宿
・
宿
に
つ
い
て
は
、
杉
森
玲
子
『
近
世
日
本
の
商
人
と

都
市
社
会
』
に
詳
し
く
、「
宿
で
の
商
人
に
よ
る
売
買
は
本
源
的
な
取
引
の
形

態
で
あ
り
」、「
商
人
と
宿
や
問
屋
を
軸
に
売
買
の
局
面
が
構
成
さ
れ
て
い
た
」

と
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
る（

137
）

。
本
稿
で
扱
っ
た
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
商
務
報
告
か
ら

も
、
宿
主
の
家
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
宿
泊
場
所
で
あ
る
と
と
も
に
、
商
人
た
ち

が
集
っ
て
売
買
を
行
う
場
で
も
あ
り
、
商
品
を
集
積
・
保
管
す
る
問
屋
的
機
能
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を
も
併
せ
持
っ
て
い
た
実
態
が
窺
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
京
都
の
宿
主
ヨ
ヒ
ョ
ウ
エ
の
息
子
ス
ケ
サ
ブ
ロ
ウ
は
平
戸
と
京
都

の
間
を
往
復
し
、
平
戸
商
館
か
ら
生
糸
な
ど
の
商
品
を
直
接
購
入
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
の
で
、
京
都
の
宿
主
が
三
井
高
房
「
町
人
考
見
録
」
に
み
ら
れ
る
「
長

崎
問
屋
」
の
よ
う
な
貿
易
品
の
問
屋
の
機
能
を
有
し
て
い
た
こ
と
も
窺
わ
れ
る（

138
）

。

　
ま
た
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
京
都
に
お
け
る
拠
点
と
し
て
い
た
宿
主
ヨ

ヒ
ョ
ウ
エ
の
家
は
、
織
物
関
係
の
商
い
の
中
心
地
で
あ
っ
た
室
町
筋
に
あ
る
二

条
室
町
薬
師
町
に
位
置
し
て
い
た
。
オ
ラ
ン
ダ
人
の
販
売
す
る
商
品
に
は
大
羅

紗
な
ど
幕
府
高
官
・
大
名
向
け
に
需
要
の
あ
る
商
品
の
占
め
る
割
合
が
大
き

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
杉
森
哲
也
「
呉
服
所
と
京
都

―
秋
田
藩
を
事
例
と
し

て
」
で
検
討
さ
れ
て
い
る
「
呉
服
所
」
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
同
論
文
に
よ
れ
ば
、「
一
般
に
呉
服
所
と
は
、
禁
裏
・
幕
府
・
諸
大
名
に

出
入
し
た
呉
服
類
の
調
達
を
行
う
御
用
商
人
で
あ
る
」
と
さ
れ
る（

139
）

。
し
た
が
っ

て
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
宿
主
も
こ
の
呉
服
所
あ
る
い
は
そ
の
前
身
の
よ
う

な
存
在
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

第
三
節
　
オ
ラ
ン
ダ
人
の
販
売
商
品
の
対
価

　
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
が
畿
内
で
販
売
し
て
い
た
商
品
は
、
第
二
章
第
一
節
で
取
り

上
げ
た
大
羅
紗
を
は
じ
め
と
し
て
、
天
鳶
絨
、
ス
タ
メ
ッ
ト
織
、
駱
駝
毛
織
物
、

リ
ネ
ン
布
地
、
繻
子
、
緞
子
、
紗
綾
、
綸
子
、
イ
ン
ド
更
紗
な
ど
各
種
織
物
類

お
よ
び
陶
器
な
ど
の
製
品
、
お
よ
び
、
中
国
産
生
糸
、
蘇
木
、
鹿
皮
、
鮫
皮
、

象
牙
、
緑
青
の
染
料
な
ど
の
原
料
、
ま
た
、
胡
椒
、
ナ
ツ
メ
グ
な
ど
の
香
辛
料

で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
こ
れ
ら
の
商
品
を
売
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
得
て

い
た
対
価
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

　
オ
ラ
ン
ダ
人
が
最
も
必
要
と
し
て
い
た
の
は
銀
で
あ
っ
た
。
ア
ジ
ア
海
域
に

お
い
て
通
貨
と
し
て
用
い
ら
れ
る
銀
の
不
足
を
認
識
し
て
い
た
当
時
の
商
務
総

監
ク
ー
ン
は
、
集
め
ら
れ
る
限
り
の
最
上
質
の
精
錬
銀
を
日
本
か
ら
オ
ラ
ン
ダ

の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
拠
点
で
あ
る
バ
ン
テ
ン
に
送
付
す
る
よ
う
ス
ペ
ッ
ク
ス
に

書
状
を
通
じ
て
指
示
し
て
い
る（

140
）

。
こ
の
ほ
か
に
、
商
務
総
監
か
ら
送
付
す
る
よ

う
指
示
の
あ
っ
た
も
の
に
は
、
銅
や
樟
脳
、
漕
ぎ
船
、
斧
、
砂
糖
漬
け
生
姜
、

塩
漬
け
ま
た
は
乾
燥
さ
せ
た
肉
・
魚
な
ど
の
食
糧
品
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
必
需
品
以
外
に
も
、
現
地
の
王
侯
向
け
贈
答
用
の
刀
や
「
祖
国
向
け
の
漆

器
一
揃
」
な
ど
が
、
日
本
へ
の
注
文
品
リ
ス
ト
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

141
）

。

　
こ
の
ク
ー
ン
か
ら
ス
ペ
ッ
ク
ス
へ
の
送
付
指
示
を
反
映
し
て
、
ワ
ウ
テ
ル
セ

ン
発
信
書
状
で
は
、
丁
銀
、
精
錬
銀
、
高
品
質
の
灰
吹
銀
な
ど
の
商
業
流
通
用

の
各
種
銀
、
精
錬
銅
、
木
材
、
火
薬
の
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
硝
石
な
ど
の

各
種
原
料
、
ま
た
、
刀
、
槍
、
鎖
帷
子
、
火
縄
銃
な
ど
の
武
器
、
漆
器
を
畿
内

で
入
手
し
、
平
戸
へ
送
付
し
て
い
た
こ
と
が
折
々
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
一
例
と
し
て
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
が
一
六
一
五
年
十
一
月
三
日
付
書
状
と
と
も

に
平
戸
に
い
る
ス
ペ
ッ
ク
ス
の
も
と
へ
送
付
し
た
貨
幣
や
仕
入
れ
商
品
な
ど
の

金
品
の
送
付
物
リ
ス
ト
を
示
す（

142
）

。（
表
２
）
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こ
の
送
付
物
リ
ス
ト
か
ら
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
が
こ
の
時
平
戸
へ
送
付
し
た
金

品
の
う
ち
、
丁
銀
お
よ
び
精
錬
銀
な
ど
の
銀
が
総
額
の
大
半
を
占
め
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
そ
の
ほ
か
に
仕
入
れ
商
品
と
し
て
、
銅
製
品
、
精
錬
鋼
鉄
、
日

本
製
布
が
送
付
さ
れ
た
。
ま
た
、
精
錬
銀
の
交
換
手
数
料
が
六
パ
ー
セ
ン
ト
、

あ
る
い
は
百
匁
当
た
り
七
匁
な
い
し
七
匁
九
分
で
あ
っ
た
こ
と
、
銅
と
鋼
鉄
の

購
入
手
数
料
が
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
送
付
総
額

は
約
八
万
三
三
三
〇
匁
と
か
な
り
の
額
に
上
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
送
付
物
リ
ス
ト
に
は
、「
金
屏
風
一
双
」
も
送
付
さ
れ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
品
目
に
は
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
送

付
物
リ
ス
ト
の
後
に
続
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
送
付
品
の
梱
包
品
明
細
書
の
方

に
は
、「
四
十
八
番  

一
双
の
金
屏
風
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
金
屏
風
は

購
入
品
で
は
な
く
、
商
館
へ
の
贈
答
品
あ
る
い
は
返
礼
品
と
し
て
受
け
取
ら
れ

た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
に
金
額
が
明
記
で
き
ず
、
帳
簿
外
扱
い
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
ほ
か
の
例
と
し
て
、
ま
と
ま
っ
た
量
の
漆
器
を
平
戸
に
送
付

し
て
い
る
記
述
も
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
発
信
書
状
に
時
折
見
受
け
ら
れ
る
。
各
種

漆
器
が
、
一
六
一
五
年
十
一
月
二
十
五
日
付
書
状
と
と
も
に
二
一
〇
五
匁
分（

143
）

、

一
六
一
六
年
二
月
十
七
日
付
書
状
と
と
も
に
七
五
三
六
匁
分（

144
）

、
一
六
一
六
年
四

月
二
日
付
書
状
と
と
も
に
九
六
五
匁
分（

145
）

、
一
六
一
六
年
九
月
十
一
日
付
書
状
と

と
も
に
二
六
二
一
匁
分（

146
）

、
一
六
一
六
年
十
一
月
十
九
日
付
書
状
と
と
も
に
四
〇

六
三
匁
分（

147
）

、
そ
れ
ぞ
れ
送
付
さ
れ
て
い
る
。

　
送
付
さ
れ
た
漆
器
の
リ
ス
ト
に
よ
る
と
、
書
箪
笥
、
湯
桶
、
盃
、
盆
、
入
れ

子
の
洋
櫃
、
食
卓
な
ど
の
形
態
の
も
の
が
み
ら
れ
る
。
特
に
、
書
箪
笥
に
つ
い

て
は
、
ス
ペ
ッ
ク
ス
か
ら
の
細
か
い
指
示
の
も
と
に
特
注
で
職
人
に
製
作
さ
せ

て
い
た
よ
う
で
あ
る（

148
）

。
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
は
、
ス
ペ
ッ
ク
ス
の
注
文
・
指
示
に
基

づ
い
て
、
漆
器
の
製
作
や
支
払
い
に
関
す
る
交
渉
を
京
都
の
漆
職
人
と
行
う
役

割
を
担
っ
て
い
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
が
畿
内
で
販
売
し
た
商
品
の
対
価
と
し
て
、

最
も
望
ま
れ
て
い
た
も
の
は
銀
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
銅
や
木
材
な
ど

の
原
料
、
武
器
類
、
漆
器
な
ど
も
獲
得
対
象
品
に
含
ま
れ
、
そ
れ
ら
を
入
手
し
、

平
戸
に
送
付
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

お 

わ 

り 

に

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
、
初
期
の
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
商
務
活
動
に

つ
い
て
、
商
務
員
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
発
信
書
状
を
中
心
に
そ
の
実
態
に
つ
い
て

検
討
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
ま
ず
、
一
六
〇
九
年
の
商
館
開
設
時
か
ら
三
年
間
の
状
況
に
つ

い
て
は
、
舶
載
商
品
が
乏
し
い
状
況
の
な
か
、
ア
ダ
ム
ス
な
ど
の
協
力
を
得
て

販
売
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
が
来
日
し
た
一
六

一
二
年
後
半
か
ら
は
、
オ
ラ
ン
ダ
船
の
日
本
へ
の
来
航
は
な
お
不
安
定
な
状
況

な
が
ら
も
、
商
品
供
給
の
道
筋
が
つ
き
、
ま
た
、
そ
れ
ま
で
ア
ダ
ム
ス
に
委
託
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し
て
行
わ
れ
て
い
た
商
品
販
売
が
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
変
遷
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
そ
し
て
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
畿
内
に
お
け
る
具
体
的
な
商
務
活
動
の
検
討
に

入
る
前
に
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
商
務
員
と
し
て
の
経
歴
に
つ
い
て
情
報
の
整
理

を
行
い
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
勤
務
状
況
や
勤
務
上
の
能
力
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
発
信
書
状
と
そ
れ
が
含
ま
れ
る
ス
ペ
ッ
ク
ス
受
信
書
状
綴

帳
の
形
態
や
内
容
に
つ
い
て
詳
述
し
、
日
本
商
業
史
研
究
に
お
け
る
意
義
と
重

要
性
を
指
摘
し
た
。

　
そ
の
う
え
で
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
が
畿
内
で
行
っ
て
い
た
主
な
商
務
活
動
の
う

ち
、
大
羅
紗
の
販
売
、
宿
主
と
の
関
係
、
そ
し
て
販
売
商
品
の
対
価
物
に
注
目

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
連
記
述
を
史
料
か
ら
拾
い
上
げ
て
実
証
的
に
再
構
築
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
活
動
の
一
端
を
具
体
的
に
提
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

実
態
の
分
析
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
ま
ず
、
大
羅
紗
の
販
売
と
需
給
動
向
に
つ
い
て
は
、
需
要
が
見
込
ま
れ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
坂
の
陣
に
よ
る
商
業
活
動
の
混
乱
の
影
響
と
需
要
の

低
迷
の
た
め
に
、
平
戸
商
館
が
期
待
し
て
い
た
よ
う
な
販
売
結
果
に
つ
な
が
ら

な
か
っ
た
と
い
う
実
態
が
史
料
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た
。

　
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
畿
内
で
の
商
務
活
動
に
お
け
る
地
元
の
宿
主
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
関
連
記
述
を
史
料
か
ら
抽
出
し
、
日
本
の
商
習
慣
と
し
て
捉

え
直
し
て
、
宿
主
の
役
割
や
取
引
態
様
を
分
析
し
た
結
果
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商

館
に
対
し
て
宿
主
が
果
た
し
て
い
た
具
体
的
な
役
割
と
し
て
、
商
館
員
の
派
遣

先
で
の
滞
在
場
所
と
商
品
の
保
管
場
所
を
提
供
す
る
役
割
に
加
え
て
、
商
務
に

関
す
る
助
言
、
商
品
や
書
状
の
運
搬
・
移
送
の
補
助
、
商
館
商
品
の
代
理
販
売
、

商
館
商
品
の
取
引
管
理
・
支
援
な
ど
の
役
割
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
本

稿
で
取
り
上
げ
た
事
例
か
ら
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
と
宿
主
の
間
に
緊
密
な
協
力
関

係
が
築
か
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
各
種
織
物
類
や
生
糸
・
蘇
木
・
鹿
皮
な
ど
の
商
品

販
売
を
通
じ
て
得
て
い
た
対
価
物
に
つ
い
て
、
関
連
記
述
を
拾
い
上
げ
て
検
討

し
た
結
果
、
主
力
を
注
い
で
獲
得
に
励
ん
で
い
た
の
は
商
業
流
通
用
の
銀
で

あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
も
銅
や
木
材
、
そ
し
て
、
刀
、
槍
、
鎖
帷

子
、
火
縄
銃
な
ど
の
武
器
に
加
え
て
、
漆
器
な
ど
の
工
芸
品
も
対
価
と
し
て
入

手
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
最
後
に
、
本
稿
で
示
し
た
様
々
な
事
例
か
ら
、
貿
易
地
制
限
令
以
前
に
日
本

で
活
動
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
か
な
り
の
自
由
を
享
受
し
な
が
ら
、
自
律
的
に

貿
易
・
商
務
活
動
を
采
配
し
、
家
康
を
は
じ
め
幕
府
の
高
官
や
関
係
役
人
、
地

元
の
商
人
と
も
直
接
対
面
し
て
、
様
々
な
交
渉
や
請
願
、
商
取
引
を
行
っ
て
い

た
と
い
う
実
態
が
浮
か
び
上
が
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
お
い

て
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
永
積
洋
子
は
、「
第
一
期
つ

ま
り
、
自
由
貿
易
期
に
は
、
取
引
は
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
意
の
ま
ま
に
行
わ
れ

た
」
と
概
括
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る（

149
）

。
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
特
権
的
な
立

場
は
、
家
康
が
オ
ラ
ン
ダ
人
に
与
え
た
厚
遇
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
り
、
自
由

に
取
引
で
き
る
環
境
は
貿
易
地
制
限
令
以
前
の
時
期
に
限
定
し
て
成
立
し
た
も
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の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
の
在
日
本
オ
ラ
ン
ダ
商
館
は
、
そ
の
特
権
を
取

り
戻
そ
う
と
し
た
が
、
幕
末
の
商
館
閉
鎖
時
に
至
る
ま
で
つ
い
に
取
り
戻
す
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た（

150
）

。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
対
日
貿
易
方
針
や
平
戸
オ
ラ
ン
ダ

商
館
の
取
引
構
造
の
中
で
畿
内
に
お
け
る
商
務
活
動
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
解
明
し
て
い
く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
稿
で
取
り
上

げ
た
活
動
以
外
に
も
さ
ら
に
考
察
事
例
を
拡
大
し
、
多
角
的
に
研
究
を
進
め
た

う
え
で
、
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

本
研
究
の
一
部
はJSPS

科
研
費 1

9K
0
1
0
1
0

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

注（
１
）　
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
で
は
、「w

aert

」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。W

oordenboek der 

N
ederlandsche Taal. M

. N
ijhoff, 

’s-G
ravenhage, 1

8
8
2 –
2
0
0
1. 

に
よ
る
と
、
中
世
オ
ラ

ン
ダ
語
で
、「gastheer, herbergier 

（
宿
の
主
人
、
宿
主
）」
の
意
。
現
代
語
で
はw

aard
で
、

日
蘭
学
会
編
『
講
談
社
オ
ラ
ン
ダ
語
辞
典
』
講
談
社
、
一
九
九
四
年
に
よ
る
と
、「
宿
屋

﹇
居
酒
屋
﹈
の
主
人
」
と
の
訳
語
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

『
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
日
記  

訳
文
編
』
な
ど
に
お
い
て
も
「
宿
主
」
と
い
う
訳
語
が
用
い

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
宿
主
」
が
当
該
分
野
の
先
行
研
究
で
通
用
し
て
い
る
の
で
、
本

稿
に
お
い
て
も
「
宿
主
」
の
訳
語
を
用
い
て
い
る
。

（
２
）　Vereenigde N

ederlandsche O
ost-Indische C

om
pagnie

。
略
称
は
「
Ｖ
Ｏ
Ｃ
」。

（
３
）　
現
在
の
地
方
行
政
区
分
で
は
長
崎
県
平
戸
市
に
属
す
る
。

（
４
）　
こ
の
法
令
の
伝
達
と
日
本
側
史
料
に
つ
い
て
、
永
積
洋
子
『
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日

記  

近
世
外
交
の
確
立
』
講
談
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
十
二
頁
、
一
八
〇
〜
一
八
一
頁

を
参
照
。

（
５
）　
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
料
編
纂
掛
『
大
日
本
史
料
』
第
十
二
編
之
二
十
三
、
東

京
帝
国
大
学
、
一
九
二
二
年
、
六
三
二
〜
六
六
八
頁
。

（
６
）　
岡
田
章
雄
「
近
世
に
於
け
る
鹿
皮
の
輸
入
に
關
す
る
研
究
（
二
・
完
）」『
社
会
経
済

史
学
』
七
（
七
）、
一
九
三
七
年
、
八
六
六
頁
。
岡
田
章
雄
「
近
世
初
期
に
於
け
る
主
要

な
る
輸
入
物
資
に
つ
い
て
」
史
学
会
編
『
東
西
交
渉
史
論
』
上
巻
、
冨
山
房
、
一
九
三

九
年
、
五
九
九
頁
。

（
７
）　
前
掲
『
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記  

近
世
外
交
の
確
立
』
二
十
二
頁
。

（
８
）　
加
藤
榮
一
「
連
合
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
戦
略
拠
点
と
し
て
の
平
戸
商
館
」
田

中
健
夫
編
『
日
本
前
近
代
の
国
家
と
対
外
関
係
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
、
四
六

五
〜
四
六
六
頁
。

（
９
）　
行
武
和
博
「
家
康
政
権
の
対
外
政
策
と
オ
ラ
ン
ダ
船
貿
易

―
『
平
戸
商
館
初
期
』

の
日
蘭
貿
易
実
態
（
一
六
〇
九
〜
一
六
一
六
年
）」『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』

十
七
、
二
〇
〇
七
年
、
九
十
五
〜
九
十
七
頁
。

（
10
）　
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
「
オ
ラ
ン
ダ
人
が
見
た
大
坂
の
陣
」
磯
田
道
史
ほ
か

著
『
戦
乱
と
民
衆
』
講
談
社
、
二
〇
一
八
年
、
五
十
三
〜
八
十
二
頁
。

（
11
）　
一
六
一
三
年
に
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
を
商
館
長
と
し
て
平
戸
に
開
設
さ
れ
、
一

六
二
三
年
に
閉
鎖
さ
れ
た
。

（
12
）　
一
六
一
三
年
か
ら
一
六
二
三
年
ま
で
平
戸
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
と
し
て
在
任
。

（
13
）　
イ
ー
ト
ン
に
つ
い
て
は
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
書
状
で
も
度
々
言
及
さ
れ
、
京
都
や
大
坂
、

堺
、
江
戸
で
活
動
し
て
い
た
様
子
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
と
ス

ペ
ッ
ク
ス
は
、
平
戸
と
畿
内
を
往
復
す
る
イ
ー
ト
ン
を
通
じ
て
、
書
状
の
受
け
渡
し
を

依
頼
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
14
）　
初
代
・
第
三
代
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
。
在
任
期
間
一
六
〇
九
年
九
月
二
十
日
〜
一

六
一
二
年
八
月
、
お
よ
び
一
六
一
四
年
八
月
〜
一
六
二
一
年
十
月
二
十
九
日
。
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「Jacques

」
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
つ
い
て
は
、「
ヤ
ッ
ク
ス
」
と
す
る
先
行
研
究
も
あ
る
が
、

本
稿
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
話
者
の
発
音
に
よ
り
近
い
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
採
用
し
、

「
ジ
ャ
ッ
ク
」
と
表
記
す
る
。
な
お
、「Jacques

」
は
、
史
料
に
お
い
て
「Jacobus

」
と

記
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
本
人
の
署
名
は
「Jacques

」
と
綴
ら
れ
て
い
る
。

（
15
）　
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
よ
り
ラ
ン
ベ
ル
ト
・
ヤ
ー
コ
プ
セ
ン
・
ヘ
イ
ン
宛
書
状
、

平
戸
、
一
六
一
〇
年
十
一
月
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.0
2, no. 1

0
5
4, fos. 6 

–
9

）。

（
16
）　
原
文
で
は
「Jaseim

ondonne
」
と
表
記
。「Jassem

ondonno

」、「Jassem
m

endonno

」、

「Jaseijm
ondonno

」
な
ど
と
表
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
朱
印
船
貿
易
家
の
木
屋
弥
三

右
衛
門
か
。

（
17
）　
前
掲
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
よ
り
ラ
ン
ベ
ル
ト
・
ヤ
ー
コ
プ
セ
ン
・
ヘ
イ
ン
宛
書
状
、

平
戸
、
一
六
一
〇
年
十
一
月
付
。〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
〕
よ
り
ラ
ン
ベ
ル
ト
・

ヤ
ー
コ
プ
セ
ン
・
ヘ
イ
ン
宛
書
状
、
平
戸
、
一
六
一
〇
年
十
一
月
八
日
付
（
ハ
ー
グ
国

立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.0
2, no. 1

0
5
4, fo. 9

）。

（
18
）　「
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
お
よ
び
ピ
ー
テ
ル
・
セ
ー
ヘ
ル
セ
ン
の
参
府
日
記
、
一
六

一
一
年
七
月
一
日
〜
九
月
二
十
八
日
」（Isaac C

om
m

elin, Begin ende voortgangh van 

de Vereenighde N
ederlantsche G

eoctroyeerde O
ost-Indische C

om
pagnie. s.n., Am

sterdam
, 

1
6
4
6, vol. 2, O

ost-Indische Voyagie onder den Adm
irael W

. Verhoeven, ff. 7
2 –
9
8.

）、

七
月
十
日
条
。

（
19
）　
同
右
「
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
お
よ
び
ピ
ー
テ
ル
・
セ
ー
ヘ
ル
セ
ン
の
参
府
日
記
、

一
六
一
一
年
七
月
一
日
〜
九
月
二
十
八
日
」、
七
月
十
日
条
。

（
20
）　Brak 

（
ヤ
ヒ
ト
船
、
百
ト
ン
）。「Brack

」
と
も
表
記
さ
れ
る
。
一
六
一
〇
年
一
月
三

十
日
に
オ
ラ
ン
ダ
を
出
航
し
、
バ
ン
テ
ン
に
向
か
い
、
一
六
一
一
年
に
パ
タ
ニ
か
ら
平

戸
に
向
か
っ
た
。

（
21
）　
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
で
は
「laecken

（en

）」
と
古
い
綴
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
現
代

語
の
綴
で
は
「laken

（s

）」。
現
代
の
オ
ラ
ン
ダ
語
で
は
「w

ol

」、「w
ollen stoffen

」
が

一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
。
先
行
研
究
に
お
け
る
訳
語
と
し
て
、
経
済
史
学
分
野
で
は

「
ラ
ー
ケ
ン
織
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、
日
本
史
学
分
野
で
は
「
大
羅

紗
」
と
い
う
用
語
が
定
着
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
も
こ
れ
に
倣
う
。

（
22
）　〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
〕
よ
り
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
支
部
宛
書
状
、
平
戸
、
一
六
一

一
年
十
月
二
十
七
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.0
2, no. 1

0
5
4, fos. 9

3 –
9
4

）。

（
23
）　
ヘ
ン
リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
・
ラ
ー
イ
よ
り
〔
十
七
人
会
〕
宛
書
状
、
パ
タ
ニ
、
一
六
一

〇
年
十
月
八
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.0
2, no. 1

0
5
4, 

〔
パ
タ
ニ
の
部
〕 

fos. 3
9 –
4
0

）
に
よ
る
と
、
マ
ニ
ラ
か
ら
パ
タ
ニ
に
逃
れ
て
来
た
ヤ
ヒ
ト
船
パ
ウ
号
に
乗

船
し
て
い
た
商
務
員
ピ
ー
テ
ル
・
セ
ー
ヘ
ル
セ
ン
が
同
地
に
残
り
、
そ
の
後
一
六
一
一

年
に
ブ
ラ
ッ
ク
号
で
平
戸
に
渡
航
し
た
。

（
24
）　
前
掲
「
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
お
よ
び
ピ
ー
テ
ル
・
セ
ー
ヘ
ル
セ
ン
の
参
府
日
記
、

一
六
一
一
年
七
月
一
日
〜
九
月
二
十
八
日
」、
九
月
一
日
条
お
よ
び
九
月
二
日
条
。

（
25
）　
前
掲
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
〕
よ
り
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
支
部
宛
書
状
、
平
戸
、

一
六
一
一
年
十
月
二
十
七
日
付
。

（
26
）　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
に
つ
い
て
は
、
岡
田
章
雄
『
三
浦
按
針
』
思
文
閣
出
版
、

一
九
八
四
年
や
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス

―
家
康

に
愛
さ
れ
た
男
・
三
浦
按
針
』（
ち
く
ま
新
書
）
筑
摩
書
房
、
二
〇
二
一
年
、P. G

. 

R
ogers, T

he first Englishm
an in Japan  : T

he story of W
ill. Adam

s. H
arvill Press, 

London, 1
9
5
6. 

に
詳
し
い
。

（
27
）　〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
〕
よ
り
〔
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
〕
宛
書
状
、
平
戸
、

一
六
一
二
年
四
月
五
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.0
2, no. 1

0
5
4, fos. 1

2 –
1
3

）。

〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
〕
よ
り
〔
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
〕
宛
書
状
、
平
戸
、
一

六
一
一
﹇
一
六
一
二
の
誤
記
﹈
年
六
月
八
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.0
2, 

no. 1
0
5
4, fos. 1

0rv, 1
5r

）。〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
〕
よ
り
〔
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ

ム
ス
〕
宛
書
状
、
平
戸
、
一
六
一
二
年
六
月
二
十
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 

1.0
4.0
2, no. 1

0
5
4, fos. 1

6rv

）。

（
28
）　
同
右
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
〕
よ
り
〔
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
〕
宛
書
状
、

平
戸
、
一
六
一
一
﹇
一
六
一
二
の
誤
記
﹈
年
六
月
八
日
付
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
オ
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ラ
ン
ダ
語
史
料
か
ら
の
引
用
の
和
訳
文
に
つ
い
て
は
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
文
書
の
専
門
家
シ
ン
シ

ア
・
フ
ィ
ア
レ
氏
に
よ
る
翻
刻
を
も
と
に
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
お
よ
び
ク

レ
イ
ン
ス
桂
子
が
翻
訳
し
た
和
訳
を
使
用
し
て
い
る
。
以
下
同
様
。
翻
刻
、
和
訳
と
も

に
現
時
点
で
は
未
刊
行
の
状
態
で
あ
る
が
、
今
後
、
校
閲
作
業
を
経
て
史
料
集
と
し
て

順
次
分
冊
刊
行
予
定
で
あ
る
。

（
29
）　
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
に
お
い
て
織
物
類
に
用
い
ら
れ
て
い
る
数
量
単
位
「stuck

」
の
訳

語
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
は
「
反
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
毛
織

物
は
折
り
畳
ん
だ
形
で
運
搬
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
必
ず
し
も
巻
物
の
形
態
で
は
な

か
っ
た
が
、
通
例
に
従
っ
て
、
日
本
の
反
物
を
数
え
る
単
位
と
同
様
に
、
本
稿
で
も

「
反
」
を
用
い
る
。
な
お
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
の
織
物
は
産
地
や
種
類
ご
と
に
規
格
が
異
な

り
、
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
産
の
毛
織
物
に
は
、
産
地
や
長
さ
を
記
し
た
「het loodt 

（
鉛
の

札
）」
が
出
荷
時
に
付
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
産
の
も
の
と
は
長
さ
と
幅
の
規

格
が
違
う
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
30
）　
一
尋
は
約
一
・
八
メ
ー
ト
ル
。

（
31
）　
前
掲
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
〕
よ
り
〔
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
〕
宛
書
状
、

平
戸
、
一
六
一
二
年
四
月
五
日
付
。
こ
の
書
状
で
は
、
和
暦
十
一
月
二
十
四
日
付
の
浦

賀
か
ら
の
ア
ダ
ム
ス
の
書
状
が
一
六
一
二
年
三
月
二
十
日
に
手
元
に
届
い
た
こ
と
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
同
ア
ダ
ム
ス
書
状
に
お
け
る
大
羅
紗
販
売
に
関
す
る
報
告

内
容
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
32
）　Frederik C

aspar W
ieder, H

et eerste H
ollandsche schip in Japan. 

（W
erken uitgegeven 

door de Linschoten-Vereeniging ; 2
4. D

e reis van M
ahu en de C

ordes door de Straat 

van M
agalhães naar Z

uid-A
m

erika en Japan, 
1
5
9
8 –
1
6
0
0. M

artinus N
ijhoff, 

’s-G
ravenhage, 1

9
2
5, vol. 3.

） 

に
お
い
て
、
一
六
〇
〇
年
に
豊
後
に
漂
着
し
た
リ
ー
フ

デ
号
乗
組
員
の
生
存
者
リ
ス
ト
に
は
マ
チ
ア
ス
と
い
う
名
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、

商
館
開
設
後
ま
も
な
く
配
属
さ
れ
た
東
イ
ン
ド
会
社
の
商
務
員
助
手
と
思
わ
れ
る
。

（
33
）　
京
間
一
間
（
六
尺
五
寸
）
は
約
一
・
九
七
メ
ー
ト
ル
。

（
34
）　〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
〕
よ
り
〔
マ
チ
ア
ス
〕
宛
書
状
、
平
戸
、
一
六
一
二
年
六

月
八
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.0
2, no. 1

0
5
4, fos. 1

4rv, 1
1rv

）。
こ
の
覚

書
に
お
い
て
、
ス
ペ
ッ
ク
ス
は
最
良
品
の
大
羅
紗
の
一
間
当
た
り
の
価
格
を
三
三
〇
匁

に
設
定
し
て
い
る
。

（
35
）　
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
が
一
六
一
三
年
十
一
月
六
日
に
平
戸
に
商
館
を
開
設
し
て

か
ら
、
ア
ダ
ム
ス
は
同
国
人
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
日
本
貿
易
活
動
を
手
助
け
す
る
よ

う
に
な
り
、
雇
用
契
約
も
結
ん
で
い
る
。

（
36
）　W

ieder

前
掲
書
に
よ
る
と
、
一
六
〇
〇
年
に
豊
後
に
漂
着
し
た
リ
ー
フ
デ
号
の
生
存

者
の
一
人
で
あ
り
、
同
書
の
生
存
者
リ
ス
ト
に
お
い
て
「Jan C

ousynsen, Schiem
an 

（
ヤ

ン
・
コ
ゼ
イ
ン
ス
、
甲
板
手
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
六
一
一
年
の
ス
ペ
ッ
ク
ス
お
よ

び
セ
ー
ヘ
ル
セ
ン
の
参
府
の
際
に
通
訳
と
し
て
同
行
し
て
い
る
。

（
37
）　
前
掲
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
〕
よ
り
〔
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
〕
宛
書
状
、

平
戸
、
一
六
一
二
年
四
月
五
日
付
。
こ
の
書
状
で
、
ス
ペ
ッ
ク
ス
は
、
象
牙
や
大
羅
紗

の
販
売
に
お
い
て
マ
チ
ア
ス
お
よ
び
コ
ゼ
イ
ン
ス
と
相
談
の
う
え
で
進
め
る
よ
う
ア
ダ

ム
ス
に
依
頼
し
て
い
る
。

（
38
）　
一
六
〇
九
年
九
月
二
十
日
付
ロ
ー
デ
・
レ
ー
ウ
・
メ
ッ
ト
・
ペ
イ
レ
ン
号
お
よ
び
グ

リ
フ
ィ
ユ
ー
ン
号
の
決
議
録
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.1

1.0
1.0
1, no. 1

1
3
8

）。
こ

の
決
議
録
に
よ
る
と
、
コ
ゼ
イ
ン
ス
の
報
酬
は
月
に
二
十
グ
ル
デ
ン
で
あ
っ
た
。

（
39
）　Rode Leeuw

 m
et Pijlen 

（
四
百
ト
ン
）。
一
六
〇
九
年
に
も
平
戸
に
来
航
。

（
40
）　
第
二
代
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
。
在
任
期
間
一
六
一
二
年
八
月
〜
一
六
一
四
年
八
月
。

（
41
）　〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
〕
よ
り
〔
パ
タ
ニ
商
館
長
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ヤ
ン
セ
ン
〕

宛
書
状
、
平
戸
、
一
六
一
二
年
十
一
月
二
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.0
2, 

no. 1
0
5
4, fos. 1

8 –
1
9

草
稿
）。

（
42
）　
平
戸
商
館
・
エ
ン
ク
ハ
イ
ゼ
ン
号
・
ヤ
カ
ト
ラ
号
の
決
議
録
、
平
戸
、
一
六
一
五
年

十
月
二
十
八
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.0
2, no. 1

0
6
1, fos. 2

4
9v –
2
5
2r

）。

（
43
）　
行
武
和
博
前
掲
論
文
（
九
十
二
頁
）
に
よ
る
と
、
当
時
の
換
算
比
率
は
丁
銀
十
匁
＝

二
・
九
三
七
五
グ
ル
テ
ン
で
あ
る
。
こ
の
数
値
に
基
づ
い
て
換
算
す
る
と
、
四
十
五
グ

ル
テ
ン
は
約
一
五
三
匁
に
相
当
す
る
。
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（
44
）　
ヤ
ン
・
ピ
ー
テ
ル
ス
ゾ
ー
ン
・
ク
ー
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、

バ
ン
テ
ン
、
一
六
一
五
年
六
月
十
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, no. 2

7
6, 

fos. 3
4v –
3
7v

）。
東
イ
ン
ド
会
社
の
下
級
商
務
員
と
い
う
階
級
は
、
商
館
長
の
地
位
に
就

く
資
格
の
あ
る
上
級
商
務
員
に
次
ぐ
地
位
で
、
船
上
勤
務
に
お
い
て
は
乗
組
員
の
各
職

種
の
中
で
高
位
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
商
館
付
勤
務
に
お
い
て
は
、
各
商

館
に
上
級
商
務
員
の
定
員
は
一
人
と
い
う
規
定
が
あ
っ
た
の
で
、
今
回
の
措
置
は
例
外

的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
45
）　「M

elchior

」
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
つ
い
て
は
、「
メ
ル
ヒ
オ
ー
ル
」
と
表
記
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
が
、
第
二
音
節
「-chior
」
は
閉
母
音
の
た
め
、
文
法
上
、
短
母
音
に
な
る
。

本
稿
で
は
、
実
際
の
発
音
に
近
い
「
メ
ル
ヒ
ヨ
ル
」
と
表
記
す
る
。
フ
ァ
ン
・
サ
ン
ト

フ
ォ
ー
ル
ト
に
つ
い
て
は
、
森
良
和
「
メ
ル
ヒ
オ
ー
ル
・
フ
ァ
ン
・
サ
ン
ト
フ
ォ
ー
ル

ト

―
日
本
で
生
き
る
こ
と
を
選
ん
だ
リ
ー
フ
デ
号
船
員
の
生
涯
」（『
論
叢
：
玉
川
大

学
教
育
学
部
紀
要
』
二
〇
一
三
、
二
〇
一
四
年
、
八
十
一
〜
九
十
八
頁
）
に
詳
し
い
。

（
46
）　
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ウ
エ
ル
よ
り
メ
ル
ヒ
ヨ
ル
・
フ
ァ
ン
・
サ
ン
ト
フ
ォ
ー
ル
ト

宛
書
状
、
平
戸
、
一
六
一
四
年
九
月
四
日
付
（François Valentyn, O

ud en N
ieuw

 

O
ost-Indien. Joannes van Braam

, D
ordrecht ; G

erard onder de Linden, Am
sterdam

, 

1
7
2
6, vol. 5, pp. 2

6 –
2
7.

）。
フ
ァ
ン
・
サ
ン
ト
フ
ォ
ー
ル
ト
は
当
時
堺
に
居
住
し
、
皮

革
類
な
ど
を
扱
う
貿
易
業
を
個
人
で
行
っ
て
い
た
。

（
47
）　
ヤ
ン
・
ヨ
ー
ス
テ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ロ
ー
デ
ン
ス
テ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
岩
生
成
一
「
日

蘭
交
渉
の
先
駆
者
ヤ
ン
・
ヨ
ー
ス
テ
ン
」
日
本
歴
史
学
会
『
日
本
歴
史
』
一
一
七
、
一

九
五
八
年
、
十
六
〜
二
十
九
頁
。
ま
た
はSeiichi Iw

ao, Jan Joosten  : Th
e forerunner of 

the D
utch-Japanese relation 

（Bulletin of the Japan-N
etherlands Society, no. 1

）. 

Tokyo, 1
9
5
8, pp. 1 –

2
4. 

に
詳
し
い
。

（
48
）　
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
よ
り
ヤ
ン
・
ピ
ー
テ
ル
ス
ゾ
ー
ン
・
ク
ー
ン
宛
書
状
、
平
戸
、

一
六
一
四
年
十
二
月
二
十
九
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.0
2, no. 1

0
5
8, fos. 

1
1
4 –
1
2
2

）。

（
49
）　
同
右
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
よ
り
ヤ
ン
・
ピ
ー
テ
ル
ス
ゾ
ー
ン
・
ク
ー
ン
宛
書
状
、

平
戸
、
一
六
一
四
年
十
二
月
二
十
九
日
付
。
一
六
一
一
年
七
月
の
ブ
ラ
ッ
ク
号
来
航
時

か
ら
一
六
一
四
年
八
月
の
ア
ウ
ト
・
ゼ
ー
ラ
ン
デ
ィ
ア
号
来
航
時
ま
で
の
間
に
日
本
に

来
航
し
た
オ
ラ
ン
ダ
船
は
、
一
六
一
二
年
八
月
来
航
の
ロ
ー
デ
・
レ
ー
ウ
・
メ
ッ
ト
・

ペ
イ
レ
ン
号
と
同
年
九
月
来
航
の
ハ
ー
ゼ
ウ
ィ
ン
ト
号
の
み
で
あ
っ
た
。
一
六
一
三
年

に
は
オ
ラ
ン
ダ
船
の
来
航
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
期
間
の
積
荷
の
供
給
元

と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
一
六
一
二
年
来
航
の
二
隻
と
一
六
一
三
年
に
ブ
ラ
ウ
エ
ル

が
シ
ャ
ム
へ
派
遣
し
た
ヨ
ー
ス
テ
ン
の
船
に
限
定
さ
れ
る
。

（
50
）　
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
大
坂
、

一
六
一
四
年
九
月
七
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, no. 2

7
6, fos. 1r –

2r

）。

た
だ
し
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
文
書
全
体
の
中
で
の
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
最
初
の
書
状
は
、

一
六
一
二
年
十
一
月
四
日
付
の
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ウ
エ
ル
よ
り
〔
パ
タ
ニ
商
館
宛
〕

書
状
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.0
2, no. 1

0
5
4, fo. 2

3

）
で
あ
る
。
こ
の
書
状
は
、

新
任
平
戸
商
館
長
ブ
ラ
ウ
エ
ル
が
、
参
府
途
上
に
小
型
船
か
ら
下
級
商
務
員
エ
ル
ベ
ル

ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
に
指
示
し
て
、
代
筆
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
発
信
場
所
は
船
で
の

移
動
中
の
た
め
か
、「
日
本
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
書
状
の
後
半
部
分
は
、
ワ

ウ
テ
ル
セ
ン
が
ス
ペ
ッ
ク
ス
か
ら
聞
い
た
現
地
の
季
節
風
と
船
便
の
事
情
を
宛
名
人
に

伝
え
る
た
め
に
独
自
に
加
筆
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
書
状
を
除
い
て
、
伝
存
す
る
ワ

ウ
テ
ル
セ
ン
の
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
書
状
は
、
す
べ
て
ス
ペ
ッ
ク
ス
受
信
書
状
綴
帳

（1.0
4.2
1, no. 2

7
6

）
に
含
ま
れ
、
一
六
一
四
年
九
月
七
日
か
ら
平
戸
に
戻
る
一
六
一
六

年
十
二
月
二
十
九
日
ま
で
の
日
付
の
も
の
で
あ
る
。

（
51
）　O

ud Zeelandia 

（
ス
ヒ
ッ
プ
船
、
五
百
ト
ン
）。

（
52
）　
前
掲
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
よ
り
ヤ
ン
・
ピ
ー
テ
ル
ス
ゾ
ー
ン
・
ク
ー
ン
宛
書
状
、

平
戸
、
一
六
一
四
年
十
二
月
二
十
九
日
付
。

（
53
）　
前
掲
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、

大
坂
、
一
六
一
四
年
九
月
七
日
付
。

（
54
）　
前
掲
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
よ
り
ヤ
ン
・
ピ
ー
テ
ル
ス
ゾ
ー
ン
・
ク
ー
ン
宛
書
状
、

平
戸
、
一
六
一
四
年
十
二
月
二
十
九
日
付
。
こ
の
書
状
に
は
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
勤
務
態
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度
が
忠
実
で
勤
勉
で
あ
る
と
の
評
価
も
記
さ
れ
て
い
る
。

（
55
）　
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
と
同
様
に
平
戸
商
館
勤
務
の
下
級
商
務
員
。

（
56
）　
前
掲
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
よ
り
ヤ
ン
・
ピ
ー
テ
ル
ス
ゾ
ー
ン
・
ク
ー
ン
宛
書
状
、

平
戸
、
一
六
一
四
年
十
二
月
二
十
九
日
付
。
同
書
状
に
は
、「
下
級
商
務
員
エ
ル
ベ
ル

ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
と
マ
テ
イ
ス
・
テ
ン
・
ブ
ル
ッ
ケ
を
予
定
し
て
い
る
参
府
お
よ
び

大
御
所
様
な
ら
び
に
ほ
か
の
領
主
た
ち
へ
の
贈
物
献
上
の
た
め
に
使
節
と
し
て
派
遣
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
ブ
ラ
ウ
エ
ル
氏
も
私
も
、
当
地
に
い
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
前
述

の
参
府
が
行
え
な
い
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の

時
点
で
平
戸
商
館
に
所
属
し
て
い
る
下
級
商
務
員
は
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
と
簿
記
作
成
担
当

の
テ
ン
・
ブ
ル
ッ
ケ
二
名
だ
け
で
あ
る
こ
と
も
同
書
状
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

前
掲
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ウ
エ
ル
よ
り
メ
ル
ヒ
ヨ
ル
・
フ
ァ
ン
・
サ
ン
ト
フ
ォ
ー
ル

ト
宛
書
状
、
平
戸
、
一
六
一
四
年
九
月
四
日
付
に
も
、「
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン

は
、
マ
テ
イ
ス
・
テ
ン
・
ブ
ル
ッ
ケ
と
共
に
大
御
所
へ
参
府
す
る
た
め
の
使
節
と
し
て

任
命
さ
れ
た
」
と
の
記
述
が
あ
る
。「
駿
府
記
」
に
よ
る
と
、
こ
の
年
に
オ
ラ
ン
ダ
人
が

家
康
に
謁
見
し
た
の
は
、
慶
長
十
九
年
九
月
一
日
（
一
六
一
四
年
十
月
四
日
）
で
あ
る
。

「
駿
府
記
」
国
書
刊
行
会
編
『
史
籍
雑
纂  

第
二
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
一
年
、
慶
長

十
九
年
九
月
朔
日
条
（
二
七
〇
頁
）
に
、「
今
日
阿
蘭
陀
人
御
目
見
、
献
白
糸
二
丸
、
龍

脳
二
斤
、
丁
子
二
嚢
、
大
木
綿
段
子
等
献
之
、
や
よ
う
す
出
御
前
、
虎
子
二
匹
引
之
来
」

と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
参
府
の
た
め
に
九
月
中
に
は
畿
内
を
出
発
し
た
と
推
測
さ
れ

る
。
な
お
、
岩
生
成
一
前
掲
論
文
（
十
七
頁
）
に
よ
る
と
、
こ
の
年
に
ス
ペ
ッ
ク
ス
が

「
挨
拶
の
為
め
江
戸
に
赴
き
幕
府
に
出
頭
し
」
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
誤
り
で
あ
る
。

ま
た
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
よ
り
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
侯
宛
書
状
、
平
戸
、
一
六
一
四

年
十
二
月
十
日
付
（Anthony Farrington, Th

e English Factory in Japan 1613–1623. 

Th
e British Library, London, 1

9
9
1, vol. 1, pp. 2

5
6 –
2
6
1

）
に
も
、
こ
の
年
の
オ
ラ
ン

ダ
の
参
府
使
節
に
つ
い
て
の
記
述
が
み
ら
れ
る
（
二
五
八
頁
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
贈
物

を
献
上
し
に
来
た
使
節
が
重
要
人
物
で
は
な
か
っ
た
こ
と
と
贈
物
自
体
が
あ
ま
り
価
値

の
な
い
品
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
家
康
に
献
上
品
の
受
け
取
り
を
拒
絶
さ
れ
た
と
記
さ
れ

て
い
る
。

（
57
）　
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
堺
、

一
六
一
五
年
一
月
二
十
九
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, no. 2

7
6, fos. 5v –

6v

）
に
は
、「〔
一
六
一
五
年
〕
今
月
〔
一
月
〕
二
十
五
日
に
道
中
つ
つ
が
な
く
無
事
に

堺
に
到
着
し
た
」
と
あ
る
。
ま
た
、
メ
ル
ヒ
ヨ
ル
・
フ
ァ
ン
・
サ
ン
ト
フ
ォ
ー
ル
ト
よ

り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
堺
、
一
六
一
五
年
一
月
二
十
七
日
付
（
ハ
ー

グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, no. 2

7
6, fos. 7r –

8r

）
に
も
、
二
十
五
日
に
ワ
ウ
テ
ル
セ

ン
に
会
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
家
康
と
秀
頼
の
間
の
和
平
が
ま
だ

平
戸
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
段
階
で
、
道
中
の
危
険
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス

ペ
ッ
ク
ス
が
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
を
派
遣
し
た
こ
と
に
は
十
分
な
理
由
が
あ
り
、
結
果
的
に

は
良
い
時
期
に
到
着
し
た
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
ワ
ウ
テ

ル
セ
ン
は
参
府
後
、
畿
内
か
ら
平
戸
に
引
き
上
げ
て
い
た
が
、
理
由
あ
っ
て
再
び
派
遣

さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
58
）　
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
よ
り
メ
ル
ヒ
ヨ
ル
・
フ
ァ
ン
・
サ
ン
ト
フ
ォ
ー
ル
ト
宛
書
状
、

平
戸
、
一
六
一
五
年
一
月
九
日
付
（François Valentyn, op. cit., vol. 5, p. 2

7

）。

（
59
）　「（
京
都
や
大
坂
、
堺
な
ど
の
）
畿
内
に
」
の
意
。
本
稿
で
用
い
た
平
戸
商
館
文
書
に

お
い
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
平
戸
か
ら
京
都
や
大
坂
、
堺
な
ど
の
畿
内
に
赴
く
際
に
、

「boven

」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
、
畿
内
か
ら
平
戸
へ
戻
る
際
に
は
、「beneden

」、「naar 

om
laech

」
と
い
う
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
近
世
初
期
を
経
て
都
市
と
し
て
確
立
し
た

江
戸
に
対
す
る
「
上
方
」
と
い
う
概
念
が
生
じ
る
以
前
に
、
九
州
に
対
す
る
「
上
方
」

と
い
う
概
念
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
和
訳
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
上
に
」、「
下
に
」

と
訳
し
て
い
る
。
な
お
、
中
世
末
頃
か
ら
戦
国
期
に
か
け
て
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
よ
る

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
文
書
な
ど
に
も
、
畿
内
を
指
し
て
「
上
（
か
み
）」、
ま
た
九
州
地
方

を
「
下
（
し
も
）」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
60
）　
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
京
都
、

〔
一
六
一
六
年
九
月
三
十
日
付
〕（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, no. 2

7
6, 

フ
ォ
リ

オ
番
号
な
し
）。
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（
61
）　
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
大
坂
、

一
六
一
六
年
十
一
月
十
四
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, no. 2

7
6, 

フ
ォ
リ

オ
番
号
な
し
）。
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕

書
状
、
大
坂
、
一
六
一
六
年
十
二
月
二
十
九
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, 

no. 2
7
6, 

フ
ォ
リ
オ
番
号
な
し
）。

（
62
）　
平
戸
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
日
記
で
は
、
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
呼
称
は
、
そ

の
名
「Elbert

」
を
ラ
テ
ン
語
形
に
し
た
「Albartus

」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

「H
ollander from

 M
iaco

」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編

纂
『
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
日
記  

原
文
編
』vol. I

〜III

、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八

〜
一
九
八
〇
年
。

（
63
）　
同
書
、vol. II, p. 2

2, 1 February 1
6
1
7

条
。
こ
の
時
期
の
平
戸
イ
ギ
リ
ス
商
館
側
史

料
で
は
ユ
リ
ウ
ス
暦
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
本
稿
の
本
文
で
は
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
に
変

換
し
た
日
付
を
使
用
す
る
。
以
下
の
平
戸
イ
ギ
リ
ス
商
館
側
史
料
の
日
付
に
つ
い
て
も

同
様
。

（
64
）　
同
書
、vol. II, p. 3

8, 3 M
arch 1

6
1
7

条
。

（
65
）　
原
文
で
は
「C

apt. Barkhout

」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
生
没
年
不
詳
。

（
66
）　
前
掲
『
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
日
記  

原
文
編
』vol. II, p. 1

5
1, 2
0 August 1

6
1
7

条
。

（
67
）　
同
書
、vol. II, p. 1

5
4, 2
6 August 1

6
1
7

条
、p. 1

5
9, 5 Septem

ber 1
6
1
7

条
。

（
68
）　
同
書
、vol. II, p. 1

6
4, 1
3 Septem

ber 1
6
1
7

条
。

（
69
）　
加
藤
榮
一
前
掲
論
文
（
四
四
八
頁
）
に
よ
れ
ば
、
一
六
一
九
年
に
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
が

船
長
と
し
て
平
戸
か
ら
シ
ャ
ム
へ
渡
航
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
加
藤
の

示
し
て
い
る
史
料
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
所
在
が
確
認
で
き
ず
、
未
見
で
あ
る
。

（
70
）　
前
掲
『
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
日
記  

原
文
編
』vol. III, p. 4

7, 1
0 February 1

6
2
1

条
。

（
71
）　
原
文
で
は
「Jacatra

」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
「
咬
𠺕
吧
（
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
）」

と
呼
称
さ
れ
て
い
た
。
一
六
一
九
年
に
オ
ラ
ン
ダ
側
で
はBatavia

に
改
称
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
。

（
72
）　M

uiden 

（
ヤ
ヒ
ト
船
、
一
六
〇
ト
ン
）。『
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
日
記  

原
文
編
』
で
は

「M
uyen

」
ま
た
は
「M

ugon

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
73
）　
前
掲
『
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
日
記  

原
文
編
』vol. III, p. 1

3
4, 2
7 July 1

6
2
1

条
。

（
74
）　Zw

aan 

（
ヤ
ヒ
ト
船
）。「Sw

aen

」、「Sw
aan

」、「Sw
aene

」
と
も
記
さ
れ
る
。『
イ
ギ

リ
ス
商
館
長
日
記  

原
文
編
』
で
は
「Sw

an

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
75
）　
前
掲
『
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
日
記  

原
文
編
』vol. III, p. 1

7
6, 4 O

ctober 1
6
2
1

条
、p. 

1
7
7, 6 O

ctober 1
6
2
1

条
。
一
六
二
一
年
十
月
に
出
発
し
た
ズ
ワ
ー
ン
号
は
同
年
十
二

月
に
ジ
ャ
カ
ト
ラ
に
到
着
し
て
い
る
が
、
以
降
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
名
は
オ
ラ
ン
ダ
側
・

イ
ギ
リ
ス
側
ど
ち
ら
の
史
料
に
も
見
ら
れ
な
い
た
め
、
ジ
ャ
カ
ト
ラ
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
に

向
か
う
帰
国
船
に
乗
っ
た
か
ど
う
か
ま
で
は
未
詳
で
あ
る
。

（
76
）　
ヤ
ン
・
ピ
ー
テ
ル
ス
ゾ
ー
ン
・
ク
ー
ン
よ
り
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
宛
書
状
、

ジ
ャ
カ
ト
ラ
、
一
六
二
〇
年
六
月
十
三
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.0
2, no. 

1
0
7
1, fo. 1

0
7r

）。

（
77
）　
金
井
圓
『
日
蘭
交
渉
史
の
研
究
』（
思
文
閣
史
学
叢
書
）
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
六
年
、

三
〇
九
〜
三
二
二
頁
。
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
「『
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
の
研

究
」『
日
文
研
』
三
十
八
、
二
〇
〇
七
年
、
二
〇
三
〜
二
一
〇
頁
。

（
78
）　
ス
ペ
ッ
ク
ス
受
信
書
状
綴
帳
に
お
け
る
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
か
ら
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
書
状
の

う
ち
、（
一
）一
六
一
四
年
九
月
七
日
付
、（
二
）一
六
一
五
年
二
月
九
日
お
よ
び（
三
）一

六
一
六
年
九
月
三
十
日
付
の
書
状
に
つ
い
て
は
、
同
じ
日
付
の
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
二
通

ず
つ
存
在
す
る
。（
一
）は
業
務
報
告
を
記
し
た
書
状
と
そ
れ
に
同
封
さ
れ
た
相
場
表
の

二
通
、（
二
）は
業
務
報
告
を
記
し
た
書
状
と
そ
れ
に
同
封
さ
れ
た
売
却
商
品
の
覚
書
の

二
通
、（
三
）は
業
務
報
告
を
記
し
た
書
状
と
貿
易
地
制
限
令
に
つ
い
て
伝
え
る
内
容
の

飛
脚
便
の
二
通
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
同
日
付
の
書
状
で
同
封
さ
れ
た
も
の
も
各
一
通

と
し
て
数
え
て
い
る
。
ま
た
、
京
都
発
信
書
状
の
う
ち
、
一
六
一
五
年
五
月
二
十
八
日

付
お
よ
び
一
六
一
五
年
六
月
十
一
日
付
の
書
状
は
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
と
テ
ン
・
ブ
ル
ッ

ケ
両
名
の
連
署
で
記
さ
れ
て
お
り
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
単
独
の
書
状
で
は
な
い
が
、
ワ
ウ

テ
ル
セ
ン
書
状
に
含
め
て
い
る
。
ま
た
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
多
く
の
書
状
に
は
、
ス

ペ
ッ
ク
ス
か
ら
の
書
状
を
受
信
し
た
日
付
が
冒
頭
部
分
に
記
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
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で
あ
る
。
な
お
、
ス
ペ
ッ
ク
ス
受
信
書
状
綴
帳
の
中
で
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
最
初
の
発

信
書
状
は
一
六
一
四
年
九
月
七
日
付
の
も
の
で
あ
る
が
、
平
戸
商
館
文
書
全
体
の
中
で

は
、
ブ
ラ
ウ
エ
ル
が
日
本
か
ら
パ
タ
ニ
商
館
に
宛
て
て
発
信
し
た
一
六
一
二
年
十
一
月

四
日
付
の
書
状
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.0
2, no. 1

0
5
4, fo. 2

3

）
の
後
半
部
分

に
、
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
が
加
筆
し
て
い
る
添
え
書
き
が
み
ら
れ
る
の
で
、
伝
存
し
て
い
る

ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
に
よ
る
執
筆
書
状
と
し
て
、
最
も
早
い
日
付
は
一
六
一
二
年
十
一
月
四

日
付
の
書
状
で
あ
る
。

（
79
）　
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
大
坂
、

一
六
一
六
年
九
月
八
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, no. 2

7
6, 

フ
ォ
リ
オ
番

号
な
し
）。

（
80
）　
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
大
坂
、

一
六
一
六
年
九
月
十
一
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, no. 2

7
6, 

フ
ォ
リ
オ

番
号
な
し
）。

（
81
）　
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
文
書
の
形
態
上
の
種
別
と
し
て
は
、
書
状
の
ほ
か
に
、
決
議
録
・

会
計
帳
簿
類
・
日
記
・
報
告
書
が
あ
る
が
、
各
文
書
の
執
筆
目
的
は
そ
の
内
容
や
形
態

上
の
種
別
か
ら
あ
る
程
度
自
明
で
あ
る
場
合
が
多
い
。

（
82
）　
行
武
和
博
前
掲
論
文
、
九
十
五
〜
九
十
七
頁
。

（
83
）　
石
田
千
尋
『
日
蘭
貿
易
の
史
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
、
一
二
六
頁
、

一
三
四
頁
、
一
四
五
頁
。

（
84
）　
日
本
銀
行
金
融
研
究
所
貨
幣
博
物
館
の
貨
幣
価
値
の
目
安
に
よ
る
と
、
江
戸
初
期

（
一
六
〇
九
年
）
の
一
金
両
（
＝
銀
五
十
匁
）
は
約
十
万
円
に
相
当
す
る
の
で
、
銀
一
匁

は
約
二
千
円
に
相
当
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。

（
85
）　
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
、
覚
書
、
堺
、
一
六
一
五
年
二
月
九
日
付
（
ハ
ー
グ

国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, no. 2

7
6, fos. 1

0r –
1
2r

）。

（
86
）　
京
間
一
間
一
・
九
七
メ
ー
ト
ル
と
し
て
換
算
す
る
と
、
二
十
九
・
五
五
メ
ー
ト
ル
。

（
87
）　
寸
法
の
規
格
は
産
地
や
種
類
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、『
日
本
大
百

科
全
書
（
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
）』
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
版
の
「
毛
織
物
」
項
目
に
よ
る
と
、
一

般
的
な
洋
服
生
地
と
し
て
の
寸
法
は
幅
一
四
五
〜
一
四
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
二

十
七
・
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

（
88
）　
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
よ
り
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
十
七
人
会
宛
書
状
、
長
崎
、

一
六
一
〇
年
十
一
月
三
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.0
2, no. 1

0
5
4, fos. 1 –

5

）。

（
89
）　
前
掲
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、

大
坂
、
一
六
一
四
年
九
月
七
日
付
。

（
90
）　
前
掲
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
堺
、

一
六
一
五
年
一
月
二
十
九
日
付
。

（
91
）　
同
右
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
堺
、

一
六
一
五
年
一
月
二
十
九
日
付
。

（
92
）　
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
堺
、

一
六
一
五
年
二
月
二
十
八
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, no. 2

7
6, fos. 

1
2rv

）。

（
93
）　
原
文
で
は
「5½

 ijckijen

」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
帯
分
数
の
漢
数
字
表
記

と
し
て
整
数
と
真
分
数
の
間
に
「
と
」
を
入
れ
て
表
記
し
て
い
る
。
以
下
同
じ
。

（
94
）　
原
文
で
は
「stam

et 

（ten

）」。
ス
タ
メ
ッ
ト
織
は
紡
毛
織
物
の
一
種
。Eric K

erridge, 

Textile m
anufactures in early m

odern England. M
anchester U

niversity Press, 

M
anchester ; D

over, 1
9
8
5, p. 1

1
0. 

「kerseys

」
の
項
目
に
、
一
六
一
八
年
に
イ
ギ
リ
ス

の
コ
ッ
ゲ
ス
ホ
ル
の
ト
ー
マ
ス
・
ロ
ー
レ
ン
ス
が
、
そ
の
地
域
で
五
十
年
以
上
前
に

「broade kerseys 

（
幅
広
の
カ
ル
サ
イ
織
）」
が
製
造
さ
れ
て
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
現
在

「stam
ettes 

（
ス
タ
メ
ッ
ト
織
）」
と
呼
ぶ
も
の
と
類
似
の
も
の
で
あ
る
と
回
想
し
て
い
る

と
の
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、「stam

etti

」
と
い
う
種
類
の
織
物
が
十
四
世
紀
に
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
で
、
十
六
世
紀
に
ミ
ラ
ノ
で
製
造
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

（
95
）　
注
84
に
同
じ
。

（
96
）　
沢
尾
絵
「『
宗
感
覚
帳
』
に
み
る
江
戸
時
代
前
期
の
染
織
品
の
受
容
と
価
格

―
西
鶴

作
品
と
の
比
較
検
討
を
中
心
に
」（『
日
本
家
政
学
会
誌
』
六
十
四
（
十
二
）、
二
〇
一
三

年
、
七
五
九
〜
七
七
八
頁
）
に
お
け
る
染
織
品
価
格
の
考
察
で
は
、
越
後
屋
呉
服
店
の
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三
井
高
好
が
十
七
世
紀
後
期
に
記
し
た
『
宗
感
覚
帳
』
の
「
呉
服
物
相
場
書
上
」
の
記

述
か
ら
、「
羅
紗
の
単
価
が
破
格
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
」（
七
七
〇
頁
）
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

（
97
）　
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
大
坂
、

一
六
一
五
年
五
月
一
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, no. 2

7
6, fos. 1

4v – 

1
5v

）。

（
98
）　
石
田
千
尋
『
日
蘭
貿
易
の
史
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
、
一
二
五
頁
。

（
99
）　
現
在
の
ベ
ル
ギ
ー
北
部
の
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
。

（
100
）　
栗
原
福
也
「
最
盛
期
に
お
け
る
ラ
イ
デ
ン
毛
織
物
工
業
の
構
造
変
化

―Pieter de la 
C

ourt, 

‘t W
elvaren der Stad Leiden

の
所
説
を
中
心
と
し
て
」『
東
京
女
子
大
学
論
集
』

九（
一
）、
一
九
五
八
年
、
六
十
一
〜
八
十
七
頁
。
石
坂
昭
雄
「
オ
ラ
ン
ダ
共
和
国
の
経

済
的
興
隆
と
十
七
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済

―
そ
の
再
検
討
の
た
め
に
」『
北
海
道
大

学
経
済
学
研
究
』
二
十
四（
四
）、
一
九
七
四
年
、
一
〜
六
十
六
頁
。

（
101
）　
前
掲
『
日
蘭
貿
易
の
史
的
研
究
』、
一
四
九
頁
。

（
102
）　
新
修
大
阪
市
史
編
纂
委
員
会
編
集
『
新
修
大
阪
市
史
』
第
三
巻
、
大
阪
市
、
一
九
八

九
年
、
一
〇
八
頁
。

（
103
）　
前
掲
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、

大
坂
、
一
六
一
五
年
五
月
一
日
付
。

（
104
）　
原
文
で
は
、「Stroijem

ondonne

」、「Stroijem
ondonno

」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。「
七

郎
右
衛
門
」
か
。

（
105
）　
原
文
で
は
、「Scheseijm

ondonne

」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。「
助
左
衛
門
」
か
。

（
106
）　
現
在
の
行
政
区
分
で
は
兵
庫
県
た
つ
の
市
に
位
置
し
、
播
磨
灘
に
面
す
る
港
。

（
107
）　
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
京
都
、

一
六
一
五
年
五
月
十
七
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, no. 2

7
6, fos. 1

7v –  

1
8v

）。
な
お
、『
尼
崎
市
史
』
第
二
巻
本
編
二
（
近
世
）（
尼
崎
市
役
所
、
一
九
六
八
年
、

五
十
五
〜
五
十
六
頁
）
に
よ
る
と
、
徳
川
方
は
大
坂
冬
の
陣
に
続
い
て
夏
の
陣
に
お
い

て
も
、
大
坂
の
経
済
封
鎖
を
図
る
た
め
に
、
大
坂
の
川
止
め
を
行
い
、
廻
船
を
尼
崎
へ

入
港
さ
せ
、
京
・
伏
見
へ
の
米
は
尼
崎
か
ら
送
る
よ
う
に
命
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
封
鎖
政
策
上
、
尼
崎
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
い
う
。

（
108
）　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
『
大
日
本
史
料
』
第
十
二
編
之
十
八
、
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
三
年
、
二
三
六
頁
、
二
九
二
頁
、
三
〇
八
頁
。

（
109
）　
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
お
よ
び
マ
テ
イ
ス
・
テ
ン
・
ブ
ル
ッ
ケ
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ

ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
京
都
、
一
六
一
五
年
五
月
二
十
八
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立

文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, no. 2

7
6, fos. 1

8v –
2
0r

）。

（
110
）　
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
で
は
「heeren

」。「heer

」
は
「
領
主
、
君
主
」
の
意
。
本
稿
で
は

「
領
主
」
と
訳
し
て
い
る
。

（
111
）　
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
京
都
、

一
六
一
五
年
六
月
二
十
九
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, no. 2

7
6, fos. 2

5v  

–
2
7r

）。

（
112
）　
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
京
都
、

一
六
一
五
年
八
月
十
五
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, no. 2

7
6, 

フ
ォ
リ
オ

番
号
な
し
）。

（
113
）　
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
京
都
、

一
六
一
五
年
八
月
五
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, no. 2

7
6, 

フ
ォ
リ
オ
番

号
な
し
）。

（
114
）　
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
京
都
、

一
六
一
五
年
九
月
二
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, no. 2

7
6, 

フ
ォ
リ
オ
番

号
な
し
）。

（
115
）　
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
京
都
、

一
六
一
六
年
二
月
五
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, no. 2

7
6, 

フ
ォ
リ
オ
番

号
な
し
）。

（
116
）　
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
大
坂
、

一
六
一
六
年
二
月
十
七
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, no. 2

7
6, 

フ
ォ
リ
オ

番
号
な
し
）。
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（
117
）　
原
文
で
は
「Joffi

oyedonno

」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。「
与
兵
衛
殿
」
か
。

（
118
）　
原
文
で
は
「N

isio M
ourom

atsji Jacussinochio

」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。「
二
条
室
町

薬
師
町
」
の
辺
り
は
、「
室
町
筋
」
と
称
さ
れ
、
当
時
、
呉
服
な
ど
を
扱
う
織
物
問
屋
が

密
集
す
る
商
業
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。

（
119
）　
前
掲
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
お
よ
び
マ
テ
イ
ス
・
テ
ン
・
ブ
ル
ッ
ケ
よ
り

〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
京
都
、
一
六
一
五
年
五
月
二
十
八
日
付
。

（
120
）　
原
文
で
は
「C

robedonnens soon

」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。「C

robe

」
は
「
天
野
屋

九
郎
兵
衛
」
と
い
う
大
坂
の
商
人
と
推
定
さ
れ
る
。

（
121
）　
前
掲
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
お
よ
び
マ
テ
イ
ス
・
テ
ン
・
ブ
ル
ッ
ケ
よ
り

〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
京
都
、
一
六
一
五
年
五
月
二
十
八
日
付
。

（
122
）　
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
大
坂
、

一
六
一
五
年
十
一
月
二
十
五
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, no. 2

7
6, 

フ
ォ

リ
オ
番
号
な
し
）。

（
123
）　
前
掲
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、

京
都
、
一
六
一
六
年
二
月
五
日
付
。

（
124
）　
京
間
一
間
は
約
一
・
九
七
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
の
で
、
長
さ
約
七
・
八
八
メ
ー
ト
ル
、

幅
約
四
・
九
二
五
メ
ー
ト
ル
の
蔵
を
建
造
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
125
）　
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
京
都
、

一
六
一
六
年
四
月
二
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, no. 2

7
6, 

フ
ォ
リ
オ
番

号
な
し
）。

（
126
）　
現
在
の
貨
幣
価
値
で
は
約
一
〇
〇
万
〜
一
二
〇
万
円
に
相
当
す
る
。

（
127
）　
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
大
坂
、

一
六
一
六
年
五
月
十
二
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, no. 2

7
6, 

フ
ォ
リ
オ

番
号
な
し
）。

（
128
）　
前
掲
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、

大
坂
、
一
六
一
六
年
二
月
十
七
日
付
。

（
129
）　
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
大
坂
、

一
六
一
六
年
十
月
十
一
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, no. 2

7
6, 

フ
ォ
リ
オ

番
号
な
し
）。

（
130
）　
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
で
は
「om

laech 

（
下
に
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
九
州
地
方
を
指
す
。

（
131
）　
前
掲
『
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
日
記  

原
文
編
』vol. II, p. 3

8, 3 M
arch 1

6
1
7

条
。

（
132
）　
原
文
で
は
、「Am

anya C
robe

」、「Am
m

ania C
robe

」、「C
robijoyedonne

」
な
ど
と

表
記
さ
れ
て
い
る
。「
天
野
屋
九
郎
兵
衛
」
か
。
前
掲
メ
ル
ヒ
ヨ
ル
・
フ
ァ
ン
・
サ
ン
ト

フ
ォ
ー
ル
ト
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
一
六
一
五
年
一
月
二
十
七
日
付
書

状
に
よ
る
と
、「zijn huijs w

as binnen de pallesaeten van het casteel 

（
彼
の
家
は
〔
大

坂
〕
城
の
防
御
柵
〔
総
構
〕
の
内
に
あ
っ
た
）」
と
い
う
。

（
133
）　
原
文
で
は
、「C

om
m

ia C
robedonno

」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

（
134
）　
前
掲
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、

大
坂
、
一
六
一
六
年
二
月
十
七
日
付
。

（
135
）　
前
掲
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、

大
坂
、
一
六
一
六
年
五
月
十
二
日
付
。

（
136
）　
片
桐
一
男
『
阿
蘭
陀
宿
海
老
屋
の
研
究  

Ⅰ
研
究
篇
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
。

（
137
）　
杉
森
玲
子
『
近
世
日
本
の
商
人
と
都
市
社
会
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
、

三
十
二
頁
、
四
十
五
頁
。

（
138
）　
三
井
高
房
「
町
人
考
見
録
」
中
村
幸
彦
『
近
世
町
人
思
想
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
。

（
139
）　
杉
森
哲
也
「
呉
服
所
と
京
都

―
秋
田
藩
を
事
例
と
し
て
」『
年
報
都
市
史
研
究
』
七
、

一
九
九
九
年
、
二
十
五
頁
。

（
140
）　
前
掲
ヤ
ン
・
ピ
ー
テ
ル
ス
ゾ
ー
ン
・
ク
ー
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕

書
状
、
バ
ン
テ
ン
、
一
六
一
五
年
六
月
十
日
付
。

（
141
）　
ヤ
ン
・
ピ
ー
テ
ル
ス
ゾ
ー
ン
・
ク
ー
ン
よ
り
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
覚
書
、
バ

ン
テ
ン
、
一
六
一
五
年
六
月
十
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, no. 2

7
6, 

fos. 3
7v –
3
8r

）。

（
142
）　
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
大
坂
、

一
六
一
五
年
十
一
月
三
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, no. 2

7
6, 

フ
ォ
リ
オ
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番
号
な
し
）。

（
143
）　
前
掲
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、

大
坂
、
一
六
一
五
年
十
一
月
二
十
五
日
付
。

（
144
）　
前
掲
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、

大
坂
、
一
六
一
六
年
二
月
十
七
日
付
。

（
145
）　
前
掲
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、

京
都
、
一
六
一
六
年
四
月
二
日
付
。

（
146
）　
前
掲
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、

大
坂
、
一
六
一
六
年
九
月
十
一
日
付
。

（
147
）　
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、
大
坂
、

一
六
一
六
年
十
一
月
十
九
日
付
（
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
所
蔵 1.0

4.2
1, no. 2

7
6, 

フ
ォ
リ

オ
番
号
な
し
）。

（
148
）　
前
掲
エ
ル
ベ
ル
ト
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
よ
り
〔
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
宛
〕
書
状
、

大
坂
、
一
六
一
五
年
十
一
月
二
十
五
日
付
。
こ
の
書
状
に
は
、
ス
ペ
ッ
ク
ス
が
漆
器
の

注
文
覚
書
に
お
い
て
、
書
箪
笥
の
「
中
央
の
〔
観
音
開
き
の
〕
戸
が
ア
ー
チ
型
で
か
つ
、

ほ
か
の
引
き
出
し
が
枠
付
き
で
、
外
側
に
も
枠
を
付
け
る
よ
う
に
と
指
示
し
て
い
る
」

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
149
）　
永
積
洋
子
「
平
戸
藩
と
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
」『
日
本
歴
史
』
二
八
六
、
一
九
七
二
年
、
一

頁
。

（
150
）　
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
「
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
と
将
軍
謁
見

―
野
望
、
威
信
、

挫
折
」『
徳
川
社
会
と
日
本
の
近
代
化
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
五
年
、
五
五
一
〜
五
七

八
頁
。
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表１　エルベルト・ワウテルセン発信ジャック・スペックス宛書状一覧

書状の発信日付 発信場所 受信場所 備　　　　　　　　　考

１ 1614年９月７日 大坂 平戸

２ 1614年９月７日 大坂 平戸 相場表＊

３ 1615年１月 29日 堺 長崎 長崎にて２月 12日に受信

４ 1615年２月９日 堺 平戸

５ 1615年２月９日 堺 平戸 クロベエとその息子による売却商品の覚書＊

６ 1615年２月 28日 堺 平戸 2月９日付の書状と共に４月 15日に受信

７ 1615年３月 14日 堺 平戸 4月 15日に受信

８ 1615年４月 22日 大坂 平戸 1615年４月 28日に受信

９ 1615年５月１日 大坂 平戸 1615年５月 15日に受信

10 1615年５月 17日 京都 平戸 1616〔1615〕年６月７日に受信

11 1615年５月 28日 京都 平戸 マテイス・テン・ブルッケとの連署、1616〔1615〕
年６月 14日に受信

12 1615年６月 28日 京都 平戸 7月７日に受信

13 1615年６月 11日 京都 平戸 マテイス・テン・ブルッケとの連署、1616〔1615〕
年６月 19日に受信

14 1615年６月 29日 京都 平戸

15 1615年７月 13日 京都 平戸

16 1615年７月 29日 京都 平戸

17 1615年７月 26日 京都 平戸

18 1615年８月５日 京都 平戸

19 1615年８月 15日 京都 平戸

20 1615年８月 25日 京都 平戸

21 1615年９月２日 京都 平戸

22 1615年９月５日 京都 平戸

23 1615年９月 10日 京都 平戸

24 1615年 11月３日 大坂 平戸

25 1615年 11月 25日 大坂 平戸

26 1615年 12月 18日 京都 平戸

27 1615年 12月 22日 京都 平戸

28 1616年２月５日 京都 平戸

29 1616年２月 17日 大坂 平戸

30 1616年２月 29日 大坂 平戸

31 1616年３月７日 京都 平戸

32 1616年４月２日 京都 平戸

33 1616年５月 12日 大坂 平戸

34 1616年６月 11日 京都 平戸
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35 1616年７月４日 京都 平戸

36 1616年９月８日 大坂 平戸

37 1616年９月 11日 大坂 平戸

38 1616年９月 30日 京都 平戸

39 1616年９月 30日 京都 平戸 二港制限令について伝える飛脚便＊

40 1616年 10月３日 大坂 平戸

41 1616年 10月 11日 大坂 平戸

42 1616年 10月 12日 大坂 平戸

43 1616年 10月 19日 京都 平戸

44 1616年 10月 13日 大坂 平戸

45 1616年 11月２日 大坂 平戸

46 1616年 11月 19日 大坂 平戸

47 1616年 11月 14日 大坂 平戸

48 1616年 11月 27日 京都 平戸

49 1616年 12月 29日 大坂 平戸

※１ ．「スペックス受信書状綴帳」（ハーグ国立文書館所蔵 1.04.21, no. 276）からワウテルセン発信書状を抽出し、発信
日付、発信場所、受信場所を同綴帳に掲載されている順に掲載。

※２ ．＊は同日付別書状のあるもの。
※３ ．書状の受信日が書状の末尾などに書き入れられている場合には、その日付を備考欄に記した。
※４ ．発信場所内訳：京都発信 25通、大坂発信 19通、堺発信５通。
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表２　 エルベルト・ワウテルセン発信ジャック・スペックス宛 1615年 11月３日付書状に掲載されている送
付物リスト

本状の持参人であるシモン・ピーテルセンを通じて貴殿に次の貨幣、銅製品、鋼鉄、火縄、コロマンデル
産および日本産布、ならびに金屏風一双※ 1を送付する。

貴殿が京都において利子付で借りた４万匁のうち、下に送付するのは、完全な形状の
丁銀で 1000:0:0タエル

また、分割された丁銀で 2200:0:0タエル

また、精錬銀で 154:5:2タエル

上記のものを 100匁当たり７匁９分で交換する手数料 12:2:1タエル

１ピコル当たり 150匁で支払った 3610斤の銅製品として 541:5:0タエル

また、貴殿が下に持参した、１ピコル当たり 37匁で支払った 200斤の精錬されてい
ない鋼鉄として 7:4:0タエル

また、１ピコル当たり 76匁８分で、392斤の最上等の精錬鋼鉄として 30:1:0タエル

また、１ピコル当たり 44匁８分で、392斤の少し劣等の精錬鋼鉄として 17:5:6タエル

また、銅および鋼鉄の購入時に支払った１％の手数料として 5:9:6タエル

また、１束当たり３分で、400束の火縄として 12:0:0タエル

また、12反の「縞」と呼ばれる日本の布として、つまり１反は 28匁で、そして 11
反は各 14½匁で 18:7:5タエル

　合　　計 4000:0:0タエル

そして、私の勘定として、下に送付するのは

完全な形状の丁銀で 170:0:0タエル

また、精錬銀で 1695:4:8タエル

上記のものを 100匁当たり７匁９分で交換する手数料 133:9:4タエル

また、鹿皮の販売の際に受け取った貨幣※ 2で、サンカンに帰属するもの 130:0:0タエル

そして、京都で別れた時に私が貴殿に渡したのは、

完全な形状の丁銀で 2143:6:9タエル

精錬銀で 3800:0:0タエル

その交換の際に支払った手数料の合計、つまり 6000匁分については６％、そして
32,000匁分については 100匁当たり７匁 260:0:0タエル

　合　　計 8333:1:1タエル

エルベルト・ワウテルセンよりジャック・スペックス宛1615年11月３日付大坂発信書状（ハーグ国立文書館所蔵 1.04.21, 
no. 276、フォリオ番号なし）から抜粋した送付物リスト部分の和訳。

　※１　オランダ語原文では een paer vergulde bejobisと記されている。
　※２　オランダ語原文では gelt（geldの古い綴）と記されている。「貨幣、金銭」の意。
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